
 

 

 

 

 

多 摩 市 

屋外スポーツ施設管理更新計画 

（素案） 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年 月 

 

多 摩 市 
  



 

  



 

多摩市屋外スポーツ施設管理更新計画 

＜目 次＞ 

１．計画の概要 .......................................................................................................................................... 1 
（１）計画策定の背景と目的 ................................................................................................................. 1 
（２）計画の位置づけ ............................................................................................................................ 2 
（３）計画期間 ....................................................................................................................................... 2 

２．対象施設 .............................................................................................................................................. 3 
（１）対象施設 ....................................................................................................................................... 3 
（２）対象施設の位置 ............................................................................................................................ 4 

３．屋外スポーツ施設の課題整理 ............................................................................................................. 5 
（１）施設の老朽化（屋外スポーツ施設の健全度調査） ..................................................................... 5 
（２）熱中症のリスク ............................................................................................................................ 7 
（３）各施設の稼働率・収支状況 ......................................................................................................... 8 
（４）気候変動 ..................................................................................................................................... 10 
（５）施設利用されているスポーツ競技が限定的 .............................................................................. 10 
（６）少人数でスポーツができる場の不足 ......................................................................................... 11 
（７）駐車場台数の不足 ...................................................................................................................... 11 

４．屋外スポーツ施設を取り巻く環境 .................................................................................................... 12 
（１）スポーツ競技実施状況 ............................................................................................................... 12 
（２）都内２６市公共スポーツ施設数比較 ......................................................................................... 14 
（３）近隣地域における公共・民間スポーツ施設調査 ....................................................................... 16 
（４）民間事業者ヒアリング ............................................................................................................... 17 
（５）アンケート調査概要 .................................................................................................................. 19 

５．基本方針 ............................................................................................................................................ 23 
（１）現状に対する認識 ...................................................................................................................... 23 
（２）基本目標 ..................................................................................................................................... 24 
（３）今後の方向性 ............................................................................................................................. 25 
（４）個別施設の今後の方向性 ........................................................................................................... 26 

６．管理更新計画 ..................................................................................................................................... 27 
（１）年次計画 ..................................................................................................................................... 27 
（２）予防保全型管理への転換 ........................................................................................................... 29 
（３）本計画の実施に係る将来費用と財源 ......................................................................................... 29 
（４）施設運用の見直し ...................................................................................................................... 32 
（５）計画の進行管理 .......................................................................................................................... 34 

７．用語集 ................................................................................................................................................ 36 
資料編.........................................................................................................................................................37 

（１）施設カルテ ................................................................................................................................. 38 
（２）策定経過 ..................................................................................................................................... 60 



 

（３）多摩市スポーツ推進審議会委員名簿 ......................................................................................... 61 
（４）諮問・答申 ................................................................................................................................. 61 
（５）多摩市体育施設に係る個別施設計画検討委員会委員名簿 ........................................................ 62 

 

 



1 

１．計画の概要 

（１）計画策定の背景と目的 

  平成 23 年 8 月にスポーツ推進のための基本的な法律として、「スポーツ基本法」が施行されま

した。スポーツ基本法は、スポーツに関する施策を総合的かつ計画的に推進することで、国民の心

身の健全な発達や明るく豊かな国民生活を形成することなどを目的としています。また、スポーツ

施設の整備について、利用の実態等に応じて安全の確保を図ること、障がい者等の利便性の向上を

図ること、身近にスポーツに親しむことができるように施設や設備を整備すること、利用者の需要

に応じた運用の改善に努めることなどを定めています。 

本市では、第五次多摩市総合計画第３期基本計画において「健幸まちづくりのさらなる推進」を

計画全体の基本となる考え方として掲げており、スポーツの推進が本市のまちづくりに寄与するこ

とから、スポーツ基本法に則り令和 2 年に多摩市スポーツ推進計画を策定しました。多摩市スポー

ツ推進計画に定めた基本目標“スポーツで創り出す「みんなが笑顔」でつながるまち 多摩”を実

現するためには、スポーツ環境の向上を図っていかなければなりません。「多摩市屋外スポーツ施

設管理更新計画（以下「本計画」という。）」は、計画的な更新を行うことで施設利用者の安全を確

保するとともに、より多くの市民がスポーツに参画する機会を確保するための適正な管理運営を行

っていくことを目的としています。 

また、多摩市の都市基盤や公共施設は、他市と比較して質・量ともに非常に高い水準にあり、人

口急増に対応するために集中的な整備を行ってきた経過もあることから、維持・管理に要する経費

が大きな財政負担となっています。このような背景から、多摩市では公共施設等マネジメントを推

進していくため、多摩市公共施設等総合管理計画を策定しています。本計画は多摩市公共施設等総

合管理計画の下位計画として、多摩市が所有する公共施設の一部である屋外スポーツ施設について、

個別施設毎の方向性を定め、財政負担の軽減・平準化を図ることについても同時に計画策定の目的

としているものです。 

 

  



2 

（２）計画の位置づけ 

本計画は、国の「インフラ長寿命化基本計画」に基づく実施計画である個別施設計画（個別施設

ごとの長寿命化計画）として位置づけるものであり、多摩市公共施設等総合管理計画の下位計画に

あたります。本計画の策定にあたっては、平成 30 年 3 月にスポーツ庁が社会体育施設に関する個

別施設計画策定のための指針・手引として策定した「スポーツ施設のストック適正化ガイドライン」

を参考としました。 

また、多摩市の所有する屋外スポーツ施設は、全て公園内に設置されていることから、公園施設

の更新・改修と連携した取り組みを行うことで、市民の施設利用への影響を最小限としつつより一

層効率的な更新を行うことが可能となります。そのため、「多摩市公園施設長寿命化計画」と連携し

ていく計画とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 計画の位置づけ 

 

（３）計画期間 

１０年間 令和４（２０２２）年度～令和１３（２０３１）年度 
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屋外スポーツ施設管理更新計画 
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＜多 摩 市＞ 
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２．対象施設 

（１）対象施設 

本計画の対象施設は、市が保有する屋外スポーツ施設とし、表 1 に示す施設を対象とします。た

だし、各施設に設置されている管理棟などの建築物は、第２次多摩市ストックマネジメント計画の

対象施設であることから本計画の対象外とします。 

 

表１ 対象施設一覧 

 

 

No 施設種別 施設名 場  所
都市計画決定の

有無

1 野球場 一本杉公園野球場
多摩市南野二丁目
14番地１

〇

2 野球場 関戸公園野球場
多摩市関戸三丁目
２番地23先

―

3 野球場 諏訪北公園野球場
多摩市諏訪三丁目
11番地

〇

4 野球場 貝取南公園野球場
多摩市貝取四丁目
13番地

〇

5
野球場
球技場

諏訪南公園野球場兼球技場
多摩市諏訪五丁目
14番地１

〇

6 球技場 貝取南公園球技場
多摩市貝取四丁目
13番地

〇

7 球技場 一ノ宮公園球技場
多摩市一ノ宮1049
番地先

―

8 球技場 宝野公園球技場
多摩市落合五丁目
５番地

〇

9 球技場 和田公園球技場
多摩市和田795番
地

〇

10 庭球場 一本杉公園庭球場
多摩市南野二丁目
14番地１

〇

11 庭球場 永山南公園庭球場
多摩市永山四丁目
７番地12

〇

12 庭球場 諏訪北公園庭球場
多摩市諏訪三丁目
11番地

〇

13 庭球場 貝取北公園庭球場
多摩市貝取二丁目
１番地１

〇

14 庭球場 愛宕東公園庭球場
多摩市愛宕一丁目
66番地

〇

15 庭球場 一ノ宮公園庭球場
多摩市一ノ宮1049
番地先

―

16 庭球場 連光寺公園庭球場
多摩市連光寺五丁
目８番地６

〇

17 庭球場 多摩東公園庭球場
多摩市諏訪四丁目
９番地

〇

18 庭球場 奈良原公園庭球場
多摩市鶴牧四丁目
４番地

〇

19
ｷｬﾝﾌﾟ
練習場

大谷戸公園キャンプ練習場
多摩市連光寺五丁
目17番地１

〇

20 陸上 多摩市立陸上競技場
多摩市諏訪４丁目
９

〇

テニスコート（４面  砂入り人工芝）

定員120人  約800㎡、かまど12ヶ所、
キャンプファイヤーサークル１ヶ所、管理棟

フィールド（13,340㎡）
トラック1周400ｍ×8コース（4,650㎡）

テニスコート（２面  砂入り人工芝）
壁打（１ヶ所　砂入り人工芝）

テニスコート（２面  砂入り人工芝）

テニスコート（３面  砂入り人工芝）

テニスコート（２面  クレーコート）

テニスコート（２面  砂入り人工芝）、夜間照明

テニスコート（６面  砂入り人工芝、１面  クレー）、
壁打（２ヶ所  クレー/ハード）、

管理事務所（更衣室、トイレ、用具庫）

テニスコート（２面  砂入り人工芝）

施設の概要

グラウンド（両翼91m、本塁中堅間120m）、管理棟
（会議室、事務室、トイレ、選手更衣室、シャワー
室、放送設備）、夜間照明、大型スコアボード

グラウンド（両翼90m、本塁中堅間109m）

グラウンド（両翼75m、本塁中堅間84m）

グラウンド（両翼75m、本塁中堅間84m）

野球場（左翼75m、右翼66m、本塁中堅間124m）
球技場（50m×90m）

グラウンド（55m×85m）

グラウンド（50m×110m）

グラウンド（65m×110m）

グラウンド（55m×78m）

テニスコート（４面  砂入り人工芝）、夜間照明、更
衣室、トイレ、用具庫
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（２）対象施設の位置 

対象施設の位置は、図 2 に示すとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺 2,500 分の 1 地形図を利用して作成したものである。（承認番号）3 都市期交著第 99 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 対象施設位置図 

  

番号 施設名称 番号 施設名称

① 一ノ宮公園庭球場 ⑪ 永山南公園庭球場

② 一ノ宮公園球技場 ⑫ 貝取北公園庭球場

③ 関戸公園野球場 ⑬ 貝取南公園野球場・球技場

④ 大谷戸公園キャンプ練習場 ⑭ 一本杉公園野球場

⑤ 連光寺公園庭球場 ⑮ 一本杉公園庭球場

⑥ 諏訪北公園庭球場 ⑯ 奈良原公園庭球場

⑦ 諏訪北公園野球場 ⑰ 宝野公園球技場

⑧ 多摩東公園庭球場 ⑱ 愛宕東公園庭球場

⑨ 多摩市立陸上競技場 ⑲ 和田公園球技場

⑩ 諏訪南公園野球場兼球技場
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３．屋外スポーツ施設の課題整理 

（１）施設の老朽化（屋外スポーツ施設の健全度調査） 

「公園施設長寿命化計画策定指針（案）【改訂版】」（平成 30 年 10 月改定国土交通省）に基

づき、屋外スポーツ施設に設置されている主要な設備（日除け、フェンス、バックネット、壁

打ちなど）の劣化や損傷の状況を、現地において目視等により確認する健全度調査を平成 30

年度に実施し、これを補完する調査を令和２年度に実施しました。健全度調査では、部材ごと

の劣化状況等を調査し、各設備を A～D の 4 段階で判定しました。健全度判定の考え方は表２

に示すとおりです。 

表２ 健全度判定の考え方 

健全度 評価基準 

Ａ 
・全体的に健全である 

・緊急の補修の必要はないため、日常の維持保全で管理するもの 

Ｂ 

・全体的に健全だが、部分的に劣化が進行している。 

・緊急の補修の必要性はないが、維持保全での管理の中で、劣化部分

について定期的な観察が必要なもの。 

Ｃ 

・全体的に劣化が進行している。 

・現時点では重大な事故につながらないが、利用し続けるためには部

分的な補修、もしくは更新が必要なもの。 

Ｄ 

・全体的に顕著な劣化である。 

・重大な事故につながる恐れがあり、施設の利用禁止あるいは、緊急

な補修、もしくは更新が必要とされるもの。 

 

健全度調査の結果、図３に示すとおり、健全度判定がＣとなった設備が 46（全体の約

34％）あり、劣化が進んだ設備が一定数あることが分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 健全度判定結果（令和２年８月時点） 

  

健全度A

設備数 71

52.6%

健全度B

設備数 18

13.3%

健全度C

設備数 46

34.1%
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表 3 施設別の健全度判定結果（令和２年８月時点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年度に実施した健全度調査の結果、健全度判定がＤとなった設備については、利用

者の安全を確保するため、早急な補修工事等を実施し、計画策定時点（令和３年〇月）におい

ては健全度 A に改善しています。 

 

 

  

【健全度判定 D の改善例】 

庭球場壁打ち背面のひび割れ・コンクリート基礎の剥離 野球場のフェンス破損 

一本杉公園野球場 4 2 15 0 21

関戸公園野球場 12 0 0 0 12

諏訪北公園野球場 1 3 2 0 6

貝取南公園野球場 3 2 2 0 7

諏訪南公園野球場兼球技場 3 0 2 0 5

貝取南公園球技場 4 1 2 0 7

一ノ宮公園球技場 2 0 0 0 2

宝野公園球技場 2 1 3 0 6

和田公園球技場 2 0 3 0 5

一本杉公園庭球場 4 2 5 0 11

永山南公園庭球場 0 2 2 0 4

諏訪北公園庭球場 2 2 1 0 5

貝取北公園庭球場 3 1 1 0 5

愛宕東公園庭球場 4 2 2 0 8

一ノ宮公園庭球場 3 0 0 0 3

連光寺公園庭球場 4 0 3 0 7

多摩東公園庭球場 10 0 2 0 12

奈良原公園庭球場 6 0 0 0 6

大谷戸公園キャンプ練習場 0 0 1 0 1

多摩市立陸上競技場 2 0 0 0 2

合計 71 18 46 0 135

施設名称 健全度Ａ 合計健全度B 健全度C 健全度D
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（２）熱中症のリスク 

近年における夏の酷暑により、スポーツ活動中を含めて熱中症による被害が数多く発生して

います。「スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック」（令和元年５月改訂公益財団法人日本スポ

ーツ協会）によれば、熱中症の目安となる暑さ指数（WBGT）31℃以上では「運動は原則中止」

とされており、スポーツ施設利用者は施設を予約しながらも熱中症の危険を回避するため、施設

利用を中止せざるを得ないような状況も発生しています。 

 

表４ 熱中症予防運動指針 

 

 

（公財）日本スポーツ協会「スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック」（令和元年）より 
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（３）各施設の稼働率・収支状況 

① 一ノ宮公園庭球場は、稼働率が低い状況（図４）にあり、同じく一ノ宮公園内に設置される一

ノ宮公園球技場については、市内団体の利用が少ない状況（図９）です。これは立地条件など

の施設環境が原因の１つとして考えらます。 

② 野球場及び球技場は、施設で実施可能な競技が野球、サッカーなど主に子どもから現役世代が

行う団体スポーツであることから、諏訪南公園野球場、貝取南公園野球場、諏訪北公園野球場

及び各球技場で平日の稼働率が低い状況（図５・６）にあります。 

③ 一本杉公園野球場は、市内団体の利用が少ない状況（図７）にあります。これは、ナイター照

明や大型スコアボードなどを有した規模が大きい施設であり、利用料金が他の市内野球場に

比較して高い設定となっていることから、法人利用が多くなっていることが原因であると考

えられます。また、収支状況は他の野球場に比較して支出額が収入額を大きく上回っていま

す。（図８）これは、グラウンド整備や光熱水費等の維持管理に係る支出が大きいことが原因

であると考えられます。 

④ 諏訪南公園野球場兼球技場は、多摩市内にある屋外スポーツ施設としては、比較的広い面積を

有していますが、他施設に比較して稼働率（図５・６）及び市内団体の利用が少ない状況（図

９）にあります。これは、駐車場台数が少ないことやフェンスの設置が施設の一部となってお

り安全性やグラウンドコンディションに課題があることなどが原因であると考えられます。 

⑤ 大谷戸公園キャンプ練習場は、火を扱える場所が管理棟のかまどなど一部に限定されており、

現在のキャンプスタイルに合っていないことなど利便性に課題があるため、施設の稼働率が

11.５％と低い状況にあります。また、当該施設は指定管理者制度導入施設として利用料金制

が適用されていますが、条例で定められた利用料金上限額内で運営した際に利用率の向上に

よる収入増加を上回る管理費の増加が発生する状況となっている点も課題です。 
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〔図４〕平成 30 年度庭球場稼働率 
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〔図９〕平成 30 年度市内市外別陸上競技場・球技場利用割合 

〔図５〕平成 30 年度野球場稼働率 

〔図７〕平成 30 年度市内市外別野球場利用割合 

〔図６〕平成 30 年度球技場稼働率 
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〔図８〕平成 30 年度野球場収支額 
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（４）気候変動 

気候変動により、日本各地で毎年、台風をはじめとした暴風や豪雨などの被害がもたらされて

おり、多摩市においても令和元年 10 月に襲来した台風 19 号により一ノ宮公園球技場及び庭球

場が大きな被害を受けました。その復旧には多額の費用を要するとともに、施設利用を数ヶ月間

にわたって休止しなくてはなりませんでした。地球温暖化により今後も同様の被害を受ける可能

性は、否定できません。河川敷に設置された施設は、このような被害を受けることを想定しなが

ら、今後の在り方を検討する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）施設利用されているスポーツ競技が限定的 

近年、市民が行うスポーツ競技は現在の屋外スポーツ施設が設置された昭和 40 年代後半か

ら昭和 50 年代に比べて大きく変化してきています。一方で、多摩市の屋外スポーツ施設は設

置以後、対象可能競技は大きく変化しておらず、野球、サッカー、テニスなどを主な対象競技

としています。 

 

表５ 平成 30 年度施設利用実績 

施設区分 平成３０年度利用実績のあるスポーツ競技 

野球場 硬式野球、軟式野球、ソフトボール 

球技場 サッカー、ラグビー、ラクロス、ターゲットバードゴルフ 

陸上競技場 サッカー、ラグビー、陸上競技 

庭球場 硬式テニス、ソフトテニス 

 

被災前 被災後 

【令和元年 10 月台風 19 号による一ノ宮公園庭球場・球技場の被害状況】 

球
技
場 

庭
球
場 

ポストが倒されコートが大きく削られました。 

グラウンドが削られ池のようになってしまいました。 
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（６）少人数でスポーツができる場の不足 

 市民が行うスポーツは市民団体などでの団体活動はもちろんのこと、家族、友人同士、個人

など、少人数でスポーツを実施する機会の確保も重要です。公共の場においては、ボールスポ

ーツなどが禁止されている場所も多くあり、少人数でも安心してスポーツが出来る場の提供は

十分とは言えない状況にあります。 

 

（７）駐車場台数の不足 

屋外スポーツ施設は全て公園内に設置されており、施設利用者は施設利用時に公園駐車場を

利用しています。多くの屋外スポーツ施設設置公園では駐車場台数が大きく不足しており、枠

外駐車や路上駐車などの問題も発生している状況があります。このような状況は、地域の住環

境への影響なども懸念される課題です。公園駐車場は本計画の対象施設ではありませんが、屋

外スポーツ施設の管理運営に必要不可欠な施設であることから、当該施設に関連する課題であ

ると認識し、同時に公園利用者のための駐車場であることも踏まえることが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
写真・イラスト 
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４．屋外スポーツ施設を取り巻く環境 

（１）スポーツ競技実施状況 

本市におけるスポーツ実施率の推移について、平成 30 年度に実施した「多摩市のスポーツ活動

に関する意識調査」及び「スポーツライフ・データ（笹川スポーツ財団）」を用いて分析を行いまし

た。各調査の内容は次に示すとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〈多摩市のスポーツ活動に関する意識調査〉 

実施機関：多摩市 

調査対象：市内在住の満 18 歳以上の男女 

配布数 ：2,000 人 

回収数 ：621 票 

集計質問： 

①過去１年間に行ったスポーツ 

「あなたが、この１年間に行ったスポーツや運動があれば、すべて選んでください。」 

②興味のあるスポーツ 

「あなたが、現在行っているものも含めて、今後行ってみたいなど興味のあるスポーツや運動は

ありますか」 

〈スポーツライフ・データ〉 

実施機関：笹川スポーツ財団 

調査対象：年齢別に「18 歳以上」、「子ども・青少年（4～21 歳）」の 2 つに分類して実施。 

調査件数：調査年により 1,571 件～3,000 件 

利用年 ：平成８（1996）年～平成３０（2018）年実施のデータを使用 

集計質問： 

①過去１年の間における運動・スポーツ実施種目に関する質問 

②今後行いたいと思う運動・スポーツ（現在行っている運動・スポーツも含めて）種目に関する

質問。 

〈多摩市小学生・中学生のスポーツに関する意識調査〉 

実施機関：多摩市 

調査対象：市内の市立小学５年生の児童 528 人、市内の市立中学生 948 人 

調査方法：各学校で配付・回収 

回収数 ：1,415 票 

集計質問： 

①あなたが、体育の授業以外で行っているスポーツを選んでください。 

②あなたが、体育の授業以外で行いたいスポーツを選んでください。 
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① スポーツ需要 

本市の 18 歳以上のスポーツ需要を図 10、小中学生のスポーツ需要を図 11 に示します。 

多摩市スポーツ活動に関する意識調査より、「過去 1 年間に行ったスポーツ競技」及び「今後

行ってみたい興味のあるスポーツ競技」の回答結果では、18 歳以上ではテニスやキャンプに興

味を持っている人の割合が高く、潜在的な需要が高いと考えられます。 

また、多摩市小学生・中学生のスポーツに関する意識調査より、「過去 1 年間に行ったスポー

ツ実施種目」及び「今後行ってみたいスポーツ種目」の回答結果では、小中学生では、特にテ

ニスに興味を持っている人の割合が高く、潜在的需要が高いと考えられます。また、サッカー

（フットサルを含む）では、実施率と興味のある割合の両方が高くなっています。18 歳以上を

対象とした回答と比較すると、陸上競技の需要割合が高いことが分かります。 
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過去１年に行ったスポーツ 興味のあるスポーツ

〔図 10〕多摩市における屋外スポーツ需要（18 歳以上） 

〔図 11〕多摩市における屋外スポーツ需要（小中学生） 
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② 全国スポーツ実施率増減状況 

スポーツライフ・データ（笹川スポーツ財団）の平成 30 年調査を用いて、平成８年と平成

30 年調査での実施率を比較しました（図 1２）。全国的な傾向として、屋外競技についてはサ

ッカー、フットサルは増加していますが、野球やテニスの競技実施率は減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

③ 全国と本市の競技別スポーツ実施率の比較 

競技別スポーツ実施率について、全国と本市の比較を図 13 に示します。 

屋外スポーツ競技では、野球・ソフトボール、サッカー・フットサルについては、全国と比

較して本市の実施率がやや低く、テニスについては本市の実施率が高くなっています。 

 

 

 

（２）都内２６市公共スポーツ施設数比較 

「東京都における公立スポーツ施設 令和元年度版」（令和２年２月東京都オリンピック・パラ

リンピック準備局スポーツ推進部調整課発行）より、都内 26 市に設置されている公立スポーツ施

設の施設面数を、令和２年１月時点における人口を用いて人口 10 万人当りで比較しました。（図

14） 

陸上競技場や野球場の面数については、概ね都内２６市平均と同程度でした。球技場（サッカー、

ラグビー、ホッケーなど、球技での利用を主とする施設）については、都内 26 市平均を上回って

いますが、他自治体では設置のある多目的運動広場（土地面積が 992 ㎡以上で、必要に応じて各

種スポーツが行える施設）が多摩市には設置されていない状況にあることが分かりました。テニス

コートは他自治体に比較して数多くの面数を設置している状況にありましたが、これは多摩市のテ

ニスの競技人口が全国に比較して多く、施設利用ニーズが大きいためです。 
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〔図 12〕全国での競技別スポーツ実施率増減状況（18 歳以上） 

〔図 13〕全国と多摩市の競技別実施比率（18 歳以上） 
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〔図１４〕都内２６市人口１０万人当り施設面数 
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（３）近隣地域における公共・民間スポーツ施設調査 

① 市内の公共スポーツ施設と民間スポーツ施設の設置状況 

市内の公共スポーツ施設と民間スポーツ施設の設置状況を表６、公共・民間スポーツ施設で提

供されている種目状況を図 15 に示します。 

表６  市内の公共・民間スポーツ施設数 

施設 公共 民間 対象種目 

陸上競技場 １ ０ 陸上競技（トラック、フィールド） 

庭球場 ９ ２ テニス（硬式、軟式） 

野球場 ５ ０ 野球（硬式、軟式）、ソフトボール 

武道場 ９ １３ 柔剣道、柔道、剣道、空手、合気道、ボクシング、少林寺拳法、なぎなた、太極拳、居

合道、弓道、アーチェリー、相撲などの武道、フェンシング、レスリング 

プール １ ４ 水泳、ウォーキング、アーティスティックスイミング、飛込、競泳、水球、マラソンスイミ

ング 

体育館 ２ １ ハンドボール、バドミントン、バレーボール、バスケットボール,卓球、インドアホッケー、

3×3 バスケットボール、ドッチボール 

球技場 ７ ４ サッカー、ラグビー、フットサル、ホッケー、ビーチバレー、ミニフットサル、ラクロス、ア

メリカンフットボール 

キャンプ場 １ ０ キャンプ（屋外で宿泊可能なもの） 

ゴルフ場 ０ ７ ゴルフ（ゴルフコース、ゴルフレンジ） 

多目的ホール ９ ３２ ダンス、バレエ、体操、新体操、ヨガ、トレーニングジム、トランポリン 

 

  

 

  

〔図１５〕市内の公共・民間スポーツ施設で提供されている種目状況 
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② 公共スポーツ施設と民間スポーツ施設の役割分担 

陸上競技場、野球場などの比較的大規模なスポーツ施設は、公共が提供している施設のみで民

間では提供されていません。一方でゴルフ場は、公共施設では整備していませんが、民間施設で

はゴルフコースやゴルフ練習場が整備されています。また、公共と民間の両方のスポーツ施設で

利用可能な種目については、公共施設では市民団体を対象とした施設の貸し出し機能が主体であ

り、民間施設ではスクール等での指導が主なサービスとなっています。 

 

・スポーツ競技による公共と民間の領域（イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・提供するサービスの違いによる役割分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）民間事業者ヒアリング 

① 調査の目的 

  現在、屋外スポーツ施設の管理運営については指定管理者制度を導入し、民間事業者の能力

（ノウハウ）を活かした管理運営を行っています。一方で、今後は多くの老朽化した屋外スポ

ーツ施設の更新時期を迎えることから、民間事業者ヒアリングは施設改修の設計、建設も含め

た維持管理・運営について、民間活力の導入を図ることの課題や実現可能性について、調査す

ることを目的として実施したものです。ヒアリングの対象施設は、一本杉公園野球場と大谷戸

公園キャンプ練習場としました（表７）。2 施設について各 3 事業者に対してヒアリング調査を

実施しました。 

 

野球 

ソフトボール 

陸上競技 

ラグビー 

ラクロス 

テニス 

サッカー 

フットサル 

水泳 

ヨガ 

バレエ 

ゴルフ 
キャンプ 

太極拳 

ダンス 

公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設 

民
間
ス
ポ
ー
ツ
施
設 

民
間
ス
ポ
ー
ツ
施
設 

公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設 

 主に個人を対象 

 スクール等での指導

が主なサービス 

 主に市民団体を対象 

 施設の貸出しが主な

サービス 
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表７  調査対象施設と選定理由 

対象施設 選定理由 

一本杉公園野球場 

一本杉公園野球場はナイター照明、会議室、選手更衣室、管理棟が完備され、

市内の市営球場の中で整備水準が高く、東京都高等学校野球連盟が開催する

試合会場としても使用されている。一方で維持管理費や更新工事費が高く、稼

働率が低いことから、新たな活用も含めた検討が必要なため。 

大谷戸公園 

キャンプ練習場 

大谷戸公園キャンプ練習場は都立桜ヶ丘公園と接し、付近は緑豊かな環境と

なっている一方で稼働率は低い。キャンプ場運営は民間企業の参入が期待出

来る分野であり、今後、施設の魅力向上や財源確保のために民間活力導入の検

討が必要なため。 

 

② 調査結果 

【一本杉公園野球場】 

【結論】 

一本杉公園の立地条件から集客力に限界があり、施設更新を含めた民間活力の導入に大きな効

果は期待出来ないことが確認されました。 

① 一本杉公園野球場は立地条件が悪く、集客力に課題があるため、公園のみではなく、更に

広域的な視点で集客できる仕組みと市場が必要であるとの意見がありました。 

② 野球場単体では事業規模が小さいため公園全体とした事業規模の拡大が必要だとする意

見がありました。 

③ 新たに集客施設等の建築物を設置するための費用については、民間が資金を投資し、利用

料金収入で回収できるという事例はほとんどなく、多くが公共側の負担に期待している状

況とのことでした。 

 

【大谷戸公園キャンプ練習場】 

【結論】 

民間活力の導入条件として、公園全体をキャンプ場にするなど公園そのもののあり方を変更す

る必要があること、この場合において住宅が近接していることから住環境への影響（煙、声、

ごみ、車両など）が大きな課題となり、実現可能性が低いことが確認されました。 

① 大谷戸公園キャンプ練習場は、立地条件から集客力は見込めるとの意見がありました。 

② キャンプ練習場のみの面積が 800 ㎡であり、事業規模としてはかなり小さいため、公園

全体をキャンプ場として活用するなどの事業規模の拡大、駐車台数の大幅な増設が必要と

の意見がありました。 

③ 民間事業者が参画するには、大幅な利用料金の値上げが必要との意見がありました。 

④ 運営方法の見直し（かまど以外への火の取扱い範囲拡大、予約方法の改善など）が必要と

の意見がありました。 
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（５）アンケート調査概要 

本計画の策定にあたって、対象となる屋外スポーツ施設の平成 30 年度の利用者及び球技団体

代表者、無作為に抽出した市民約 2,000 人を対象として、屋外スポーツ施設に関するアンケート

調査を実施しました。主なアンケート結果は次のとおりです。 

 

ア 無作為市民・利用者アンケート調査 

① 今後の屋外スポーツ施設の整備について 

本市にある屋外スポーツ施設の整備にあたり、優先すべき事項について、無作為市民及び利用

者に対して、今後の整備方針の考え方を調査しました。 

無作為市民は「多摩市民の利用が多いスポーツを優先する」「レベルの高い大会を誘致できる

施設を優先する」「稼働率の高いスポーツ施設を優先する」との意見が多く、利用者は「多摩市民

の利用が多いスポーツを優先する」「稼働率の高いスポーツ施設を優先する」「利用者一人当りの

管理コストが安いスポーツを優先する」との意見が多かったです。 

 

 

 

② 一本杉公園野球場の見直しについて 

一本杉公園野球場は、観客席や管理棟を有するなど、他の施設より規模が大きいため、維持管

理費の負担が大きいことについて、野球団体、無作為市民に対して対応案の考え方を調査しまし

た。 

 

 

 

野球団体と無作為市民の約 8 割が「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答しました。 

 

 

17.4%

31.6%

8.1%

63.6%

13.8%

79.5%

11.8%

18.8%

22.7%

33.9%

36.6%

59.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

民間では提供されていないスポーツ施設を優先する

利用者一人当たりの管理コストが安いスポーツ施設を優先する

利用者は少なくても希少なスポーツ施設を優先する

稼働率の高いスポーツ施設を優先する

レベルの高い大会を誘致できる施設を優先する

多摩市民の利用が多いスポーツ施設を優先する

無作為市民 利用者

対応案１：管理棟やナイター設備について必要性や整備水準を見直し、施設の維持管理費

用及び今後見込まれる更新工事費用を引き下げると同時に、施設利用料金を引

き下げ、市民団体が利用しやすい施設を目指す 
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野球団体の約７割、無作為市民の約 8 割が「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答

しました。 

 

 

③ 競技場・野球場の多目的利用について 

競技場、野球場は全般的に平日の稼働率が低いため、専用の競技場ではなく多目的利用するこ

とについて、球技団体、野球団体、無作為市民に対して多目的利用の考え方を調査しました。ア

ンケート結果から多くの市民が利用可能種目の拡大に賛成していることが確認されました。 

 

 

球技団体の約８割、野球団体の約 5 割、無作為市民の約 9 割が「そう思う」「どちらかといえ

ばそう思う」と回答しました。 

35.3%

49.3%

39.9%

28.8%

11.9%

8.2%

9.5%

12.3%

3.4%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無作為市民

野球団体

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 未回答

38.7%

34.2%

40.4%

35.6%

11.1%

17.8%

5.9%

11.0%

3.9%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無作為市民

野球団体

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 未回答

対応案２：グラウンド整備回数の見直しなど、日常的な施設の維持管理費用を引き下げる

ことで、費用効率の良い施設を目指す。 

対応案１：施設の利用可能種目を広げ、多くの人に利用してもらい、有効に活用される施

設を目指す。 
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④ 台風等の被害対応について 

一ノ宮公園競技場・庭球場は令和元年の台風 19 号により大きな被害を受け、復旧工事を行い

ました。近年、台風や豪雨等による浸水被害の発生が多くなると懸念されています。このような

中で、今後、河川敷に設置された屋外スポーツ施設が浸水被害を受けた場合には、毎回、復旧工

事を行うのではなく、屋外スポーツ施設を撤去して災害に強く多目的な利用が可能な公園広場と

して整備することについて、球技団体、庭球個人及び団体、無作為市民に対して多目的利用の考

え方を調査しました。 

庭球個人及び団体の約８割、球技団体の約 6 割、無作為市民の約 8 割が「そう思う」「どちら

かといえばそう思う」と回答しました。 

 

55.2%

24.7%

47.2%

32.4%

27.4%

30.6%

4.8%

19.2%

13.9%

4.7%

26.0%

5.6%

2.8%

2.7%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無作為市民

野球団体

球技団体

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 未回答

60.2%

33.3%

54.5%

62.0%

24.8%

30.6%

27.3%

22.8%

4.4%

13.9%

4.3%

4.7%

11.1%

4.0%

4.5%

11.1%

18.2%

5.6%

1.4%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無作為市民

球技団体

庭球団体

庭球個人

良いと思う どちらかといえば良いと思う

どちらかといえば良いと思わない 良いと思わない

わからない 未回答
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⑤ 大谷戸公園キャンプ練習場の今後の在り方について 

大谷戸公園キャンプ練習場は、施設の稼働率が低く、安全管理のため１団体でも利用があれ

ば現地に管理人を配置する必要があることから、維持管理費が高い要因となっています。加え

て専用駐車場がないため、広く利用者を集めることができないという課題があります。これら

の課題の解決が困難な場合には施設の廃止も含めた検討を行うことについて、キャンプ練習場

利用団体、無作為市民に対して今後の施設の在り方を調査しました。 

無作為市民の約４割、キャンプ練習場利用団体の約８割が「どちらかといえばそう思わな

い」「そう思わない」と回答しました。 

 

 

⑥ 施設を利用したい時間について 

施設を利用したい時間について、野球団体、球技団体、庭球個人、庭球団体に対して調査し

ました。 

野球団体の約７割、球技団体の約８割が「土日休日の午前」「土日休日の午後」と回答しまし

た。庭球個人の約３割、庭球団体の約４割が「平日午前」「平日午後」と回答し、また、庭球個

人の約５割、庭球団体の約６割が「土日休日の午前」「土日休日の午後」と回答しました。 

 

4.3%

30.4%

14.3%

23.7%

18.6%

19.5%

60.0%

20.3%

2.9%

6.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

キャンプ練習場

利用団体

無作為

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 未回答

3%

3%

22%

18%

4%

10%

19%

14%

4%

8%

4%

8%

4%

3%

7%

4%

6%

31%

24%

41%

37%

25%

24%

34%

30%

6%

6%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

庭球団体

庭球個人

球技団体

野球団体

平日早朝（8時以前） 平日午前（8～12時） 平日午後（12～18時）

平日夜間（18時以降） 土日休日早朝（8時以前） 土日休日午前（8～12時）

土日休日午後（12～18時） 土日休日夜間（18時以降）
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５．基本方針 

（１）現状に対する認識 

本市では昭和 46（1971）年に多摩ニュータウン入居が開始され、全国から多くの人が本市に

転居し、新しい生活を始める中で、近隣住民同士のつながりや地域への愛着を育み、新たなコミ

ュニティの形成を図ることが必要でした。このようなコミュニティづくりの一環として、市内各

所の公園内に設置した屋外スポーツ施設において、地域における市民団体による活発な活動や多

くの地域住民が参加する各種大会が開催されるなど、スポーツ活動を通じて、コミュニティの醸

成、スポーツの推進、住民の健康増進などが取り組まれてきました。 

このように、本市の街づくりにおいて、重要な役割を果たしてきた屋外スポーツ施設は現在に

おいても休日を中心に子どもから高齢者まで幅広く活用されている状況にあります。また、各施

設の収支状況については、多くの施設で市民が利用する公共施設の使用料設定にあたっての統一

的な基準等を定めた「公共施設の使用料設定にあたっての基本方針」（平成 29 年 5 月改定）に規

定する屋外スポーツ施設の受益者負担率 75％を超える又はこれに近い受益者負担率により運営さ

れており、収支状況についても健全な状況にあります。 

一方で、施設の老朽化など屋外スポーツ施設における様々な課題を解決するとともにスポーツ

競技の多様化といった環境の変化にも対応していかなければなりません。また、多くの施設につ

いて老朽化等に対応した更新工事を行っていくことで、現在は良好な受益者負担率も今後は低下

していくことが見込まれます。 

以上のことから、本計画の策定目的であるスポーツ環境の向上及び財政負担の軽減・平準化を

実現するため、各種課題の解決と時代の変化に合わせた各施設の今後の方向性を本計画に定め、

着実に実施していくこととします。 

 

  

写真・イラスト 
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（２）基本目標 

今後のスポーツ施設の在り方について、第五次多摩市総合計画の第 3 期基本計画の基盤となる

考え方である「健幸まちづくりのさらなる推進」や、本計画の上位計画である多摩市スポーツ推

進計画の基本目標「スポーツで創り出す『みんなが笑顔』でつながるまち 多摩」を実現するた

め、本計画の基本目標を「健幸まちづくりを実践する みんなが利用しやすい スポーツ施設の

整備」と定めます。 

この基本目標を実現し、多くの市民がスポーツに親しめるスポーツ施設を維持していくため

に、３つの方針「安心・安全な施設の整備」、「施設総量・規模の適正化」、「利用機会の拡大」を

推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【安心・安全な施設の整備】 

 定期的な施設の安全点検や劣化状況等から将来を予測して補修等を実施する予防保全型の施設

管理を行うことで安全に利用できる施設を目指します。 

 バリアフリー対応により高齢者、障がい者を含めた全ての市民が安心して利用できる施設を目

指します。 

 熱中症予防対策として必要な施設整備を図るとともに、利用者の安全を考慮した施設運用を実

施します。 

【施設総量・規模の適正化】 

 市民利用率や収支状況等に課題のある施設については、設備の見直しなどによる規模の縮小や

用途転用も含めた見直しを検討していくことで、スポーツ施設全体の総量適正化とライフサイ

クルコスト注１の縮減を目指します。 

 限られた財源で、継続的にスポーツのできる環境を整備・維持するために、スポーツ競技人口

の変化、市民ニーズをとらえて、施設総量と規模の適正化を図ります。 

 多摩ニュータウン再生など広域的な街づくりの方針策定や見直しなどがある際には、都市整備

と連携した施設の集約化等について、検討を行います。 

【利用機会の拡大】 

 スポーツ競技の多様化に応じて、利用可能競技を限定した施設から、より多くのスポーツ競技

が実施可能な施設を目指します。 

 多くの市民にスポーツを行う機会を提供し、施設の有効利用を図るため、各施設の特性を考慮

し、団体だけではなく個人単位でも利用可能な施設運用を目指します。 

 健幸まちづくりを実践する みんなが利用しやすい スポーツ施設の整備 

安心・安全な施設の整備 利用機会の拡大 施設総量・規模の適正化 
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 公園駐車場拡充については、本計画の対象施設では無いことから、本計画とは別に検討を進め

ます。 

 

 注１ ライフサイクルコストとは、施設などが設置されてからその役割を終えるまでに係る費用

の総計です。 

 

（３）今後の方向性 

３つの方針を踏まえ、各施設における整備の方向性は次のとおりとします。 

 

① 野球場・球技場 

 一本杉公園野球場は、収支状況や今後見込まれる更新工事費及び市内団体利用が少ない点に

課題があります。そのため、市民や利用者意見を踏まえ「観る野球場」から「多摩市民にとっ

て日常的に使いやすい屋外スポーツ施設」への転換を図ります。そのため、ナイター照明及び

大型スコアボードは廃止します。同時に、管理棟や観客席については、縮小・廃止も含めた見

直しを検討します。また、グラウンド整備内容の見直しを検討します。このような見直しによ

り更新費・維持管理費の減額が見込まれることから、市内の野球団体が利用しやすい施設利用

料金への見直しを検討します。 

 一部のスポーツ競技に対応するのではなく、より多くのスポーツ競技ができる場への転換を

検討します。 

 対応競技の多目的化とあわせて施設名称の変更を検討します。 

 団体予約の入っていない時間帯などに少人数での利用や自由開放など、柔軟な利用ルールを

検討するとともに、適用可能な施設を検討します。 

 フェンスが未設置のため施設利用者や公園利用者の安全が確保できていない施設においては、

新たなフェンスの整備を検討し、利用者の安心・安全を確保します。特に、諏訪南公園野球場・

球技場については、フェンスの整備の検討を進めます。 

 一ノ宮公園球技場は、市内団体の利用が少なく、気候変動による豪雨被害のリスクを想定する

ことが必要であり、将来的に災害の影響を受けにくく、誰でも気軽に運動できる場への転用を

検討します。 

 

② 陸上競技場（グラウンド） 

 陸上競技場については、大規模改修を終えた令和２年度より指定管理者制度が導入されまし

た。今後は民間ノウハウを活用した施設の有効利用を図るとともに、多摩市が協定を結ぶプロ

スポーツチームとの連携・協働の推進を図る場として、現状を維持していきます。 

 事業の実施や市内の小中学校での利用などにより、より多くの市民に利用されるように努め

ます。 
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③ 庭球場 

 本市はテニスの競技人口が多いという特徴があり、このことに対応して既に他自治体に比較

して多くの庭球場を整備しています。そのため、現状の施設を維持し長寿命化を図っていくこ

とを基本とします。 

 一方で、一ノ宮公園庭球場は、施設稼働率が低く、気候変動による豪雨被害のリスクを想定す

ることが必要です。そのため、災害の影響を受けにくく、誰でも気軽に運動できる場への転用

を検討します。 

 多摩市の庭球場は稼働率が高く利用者数も多いことから、人工芝については、劣化が早く進行

します。そのため、人工芝については１０年間隔を基準に張替えを行います。 

 

④ キャンプ練習場 

 キャンプ練習場については、稼働率等に課題がある一方で、今後の施設の在り方について、廃

止を含めた検討をすることについては、望まないとする市民意見が一定数あることから、施設

を維持しつつ、必要な見直しを行っていきます。 

 現在のキャンプスタイルにあった利用方法とするため、利用者が持参するキャンプ道具で火

を扱えるようにするなど、利便性の向上を図ります。 

 利用料金制による指定管理者へのインセンティブが適切に働くよう、利用料金の上限額につ

いて見直しを検討するなど、利用料金収入と管理費のバランスを図ります。 

 

⑤ 各施設共通 

 屋外スポーツ施設は全て公園内施設であることから、駐車台数の不足やバリアフリー対応に

ついては、公園部分も含めて改善を図っていきます。 

 

（４）個別施設の今後の方向性 

各施設の課題及び今後の方向性、更新のスケジュール等については、資料編「施設カルテ」に各

施設の基本情報とともに掲載しています。 

 

 

 

写真・イラスト 
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６．管理更新計画 

（１）年次計画 

  本計画における施設毎の実施時期及び実施内容を以下の表８に示します。年間の実施可能な工事数量を考慮し、毎年度１から３施設程度の工事として

います。実施時期については、公園改修と合わせて実施することを基本とし、老朽化が進行している施設については優先的に更新を行います。実施内容

については、施設の劣化状況や利用者意見等を鑑みて、個別施設毎の更新工事時に具体的に検討していくこととなります。 
  

表８ 年次計画（令和４年度から令和 13 年度まで） 
計画年次 1 2 3 4 5 6 ７ 8 9 10 

令和 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

西暦 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 

スポーツ
施設① 

諏訪北公園野球場・庭球場 
永山南公園 

庭球場 
諏訪南公園野球

場兼球技場 
一本杉公園 

庭球場・野球場 
貝取南公園 

野球場 
愛宕東公園 

庭球場 
一本杉公園野球場 

奈良原公園 
庭球場 

住宅市街地総合整備事業により 
公園と合わせて全体更新 

人工芝張替え等 
公園改修に合わ
せて全体更新 

PCB 廃棄物の
処理期限に基づ
き電気設備更新 

公園改修に合わ
せて全体更新 

公園改修に合わ
せて全体更新 

公園施設長寿命化計画との連携を
検討し全体更新 

公園改修に合わ
せて全体更新 

スポーツ
施設② 

貝取北公園 
庭球場 

        
貝取南公園 

球技場 
  一本杉公園庭球場 

多摩東公園 
庭球場 

人工芝張替え等         
公園改修に合わ
せて全体更新 

  
公園施設長寿命化計画との連携を
検討し全体更新 

人工芝張替え等 

スポーツ
施設③ 

連光寺公園 
庭球場 

            
宝野公園 
球技場 

    

人工芝張替え等             
公園改修に合わ
せて全体更新 
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本計画の対象期間は令和 13 年度までとなっていますが、現時点での施設の劣化状況などから想定される令和 14 年度以降の施設更新の見込みを参考

に表９に示します。 
 

表９ 令和 14 年度以降施設更新見込み（参考） 

計画年次 11 12 13 14 15 16 1７ 18 19 20 

令和 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 

西暦 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 

スポーツ
施設① 

連光寺公園 
庭球場 

和田公園 
球技場 

貝取北公園 
庭球場 

 
関戸公園 
野球場 

  
愛宕東公園 

庭球場 
一本杉公園 

庭球場 
陸上競技場 

多摩東公園 
庭球場 

人工芝張替え等 
公園改修に合わ
せて全体更新 

公園改修に合わ
せて全体更新 

  
公園改修に合わ
せて全体更新 

 人工芝張替え等 人工芝張替え等 老朽化更新 人工芝張替え等 

スポーツ
施設② 

 
諏訪北公園 

庭球場 
永山南公園 

庭球場 
      

奈良原公園 
庭球場 

  人工芝張替え等 人工芝張替え等            人工芝張替え等 

スポーツ
施設③ 

         
関戸公園 
野球場 

                  老朽化更新 
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（２）予防保全型管理への転換 

設備の劣化や損傷を未然に防止するとともに、設備の寿命を延ばしてライフサイクルコスト

の縮減を図るために、設備の定期点検を実施します。健全度調査を本計画更新時点（10 年に１

度）、簡易的に健全度を判定する一般点検を本計画の中間見直し時点（健全度調査の５年後）に

行います。調査結果をもとに、補修が必要な部位の特定や補修方法・更新時期などを検討し、施

設の状態に応じて適切な対策を講じます。なお、定期点検の実施時期については計画の見直しや

更新時期により変更する場合があります。 

 

・日常的な維持保全（清掃・保守など） 

ごみや落ち葉などの清掃、グラウンドの整備など、比較的対応が容易なものについては日常

の維持作業により措置します。また、日常的に施設を巡回し、劣化や損傷を確認した場合には

部分的な修復や消耗材の部品交換などにより改善を図ります。 

※施設や設備の具体的な維持管理方法は、「平成 26 年増補改訂版 屋外スポーツ施設の維持

管理マニュアル」を指針とします。 

 

（３）本計画の実施に係る将来費用と財源 

① 更新に係る費用 
施設の更新に係る費用を表 10 に示します。 

表 10 更新に係る試算対象費用 

 名称 内容 

１ 撤去更新費 既設設備の撤去及び新規設置に係る費用で、事業者ヒアリング、メーカ

ーカタログ、土木施工単価等を参考に算出。 

２ 補修費 修理や主要部材などの交換費用で、事業者ヒアリング、メーカーカタロ

グ、土木施工単価等を参考に算出。 

３ 諸経費 諸経費は以下のように設定する。 

項目 直接工事費 諸経費率 

更新 5 百万円以下 直接工事費の 50％ 

5 百万円超 直接工事費の 40％ 

補修 - 補修費の 30% 

撤去 - 更新費の 30% 
 

４ 定期点検費 健全度調査費、一般点検費の概算費用については事業者ヒアリングに

よる。 

※設計費は、工事の規模により設計委託の必要性や設計の実施時期が異なるため、試算には

含めていません。 
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② 平準化の目安 

更新に要する費用が一時期に集中することを防ぎ、可能な限り全体的に均一にすることで、財政

負担の平準化、世代間の公平負担、業務の平準化等を図ります。本計画を実施した場合に係る単年

度当りの平均更新費用を、１年あたりにかける更新費用の目安とします。一本杉公園野球場や陸上

競技場などの大規模施設の更新を単年度当りの平均更新費用内で実施することは困難なため、目安

から大きく上回ることがないように平準化を図ります。 

 

③ 施設の更新に係る費用の見込み 

今後、屋外スポーツ施設の更新に係る費用の大枠的な傾向を把握するために、中長期的な視点か

ら、令和４年度から令和 23 年度までの 20 年間の間に、施設の更新に係る費用を試算します。 

図 16 は、「公園施設長寿命化計画策定指針（案）」の考え方に基づき、実際に使用が可能と想定

される期間（使用見込み期間）を経過したときに施設を更新する場合の見込みです。全体的に施設

の劣化が進行していることから、初年度（令和４年度）に係る更新費用は 10.9 億円となります。 

図 17 は、年次計画や予防保全型管理等、本計画を実施し、また、平準化を図った場合の見込み

です。平準化の目安（単年度当りの平均更新費用）は、1.２億円です。平準化したことにより、単

年度当りに係る費用は最も高い年でも 2.3 億円となる見込みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

〔図 16〕今後の施設の更新に係る費用の試算（平準化前） 

[ 試算結果 ]  総額：29.7 億円  平均：1.5 億円 

[ 試算方法 ]  平準化前費用＝「撤去更新費」＋「諸経費」 
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〔図 17〕今後の施設の更新に係る費用の試算（平準化後） 

 

④ 削減効果額 

 本計画を実施したことにより今後 20 年間で 6.6 億円の削減効果が見込めます。（表 11） 

この削減効果額は、本計画で以下の対策を実施したことにより見込めるものです。 

  ・対象施設の設備機能の見直しなど規模適正化による更新費用の縮減 

   ・施設を適切に維持し長寿命化することで見込めるライフサイクルコストの縮減 

表 11 10 年毎の更新費用と削減効果額 

 令和４～13 年度 令和 14～23 年度 更新費総額 削減効果額 

平準化前 2２.５億円 ７.２億円 ２９.７億円 
６.６億円 

平準化後 １３.０億円 １０.１億円 ２３.１億円 

 

⑤ その他の経費 

施設の維持管理や運営に係る費用として、「①更新に係る費用」の他に、光熱水費、保守点検費

などの施設の維持管理費用や、人件費や施設予約システムなどの施設の運営費用があります。こ

れらの経費は資料編「施設カルテ」に施設毎に掲載しています。 

  また、工事の規模や内容により設計費（工事費の 10%程度）が発生する場合があります。 
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[ 試算結果 ]  総額：23.1 億円  平均：1.2 億円 

[ 試算方法 ]  平準化後費用＝「撤去更新費」＋「諸経費」＋「補修費」＋「定期点検費」 

  ※個別施設の今後の方向性に沿い設備の見直しを行った場合の費用を計上しています。 

平均   
億円 
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⑥ 財源確保策 

 施設の整備にあたっては、活用可能な補助金制度等を積極的に活用し、財政負担の軽減を図りま

す。また、公園施設長寿命化計画では都市計画事業認可を取得して更新・改修を行うことから、公

園と一体となって屋外スポーツ施設の更新を行うことで都市計画税の活用が見込めます。 

 

表１２ 活用が見込まれる補助金 

補助金制度名 所管官庁等 概要 

社会資本整備総合交付金 国土交通省 都市環境の改善や住生活の安定・向上などを図る

ために、社会資本の整備や取組を支援する補助

金。公園施設長寿命化計画と合わせて実施するこ

とで活用が見込めます。 

スポーツ環境整備費補助金 東京都 スポーツ施設の拡大・充実を図るために、スポー

ツ環境の整備などの取組を支援する補助金。計画

期間において明確に助成対象として見込めるもの

はありませんが、工事の案件毎に対象となるかど

うかを確認し財源確保に努めます。 

スポーツ振興くじ助成金 独立行政法人

日本スポーツ

振興センター 

子どもからお年寄りまで誰もが身近にスポーツに

親しめる環境整備などの財源確保の手段として導

入された助成金。 

計画期間において明確に助成対象として見込める

ものはありませんが、工事の案件毎に対象となる

かどうかを確認し財源確保に努めます。 

 

（４）施設運用の見直し 

  施設の運営にあたり改善が必要な事項について、今後の見直しの内容と実施時期の考え方を以下

に示します。 

表１３ 施設運用の見直しの内容と実施時期の考え方 

概要 内容 実施時期の考え方 

暑熱還付 熱中症を予防するため、スポーツ

実施が困難な酷暑時の利用料金返

還を行う。 

令和３年７月１日から実施済。 

庭球場の早朝枠 夏の熱中症対策として、一ノ宮公

園庭球場以外の庭球場においても

早朝枠実施を検討する。 

令和３年７月１日から多摩東公園

庭球場にて試行実施済。その後の

運用については試行結果を考慮し

検討する。 
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大谷戸公園キャンプ

練習場の利用方法の

見直し 

利用者が持参するキャンプ道具で

火を扱えるようにするなど、利便性

の向上を図る。また、利用料金の上

限額について見直しを検討する。 

利用方法の改善等、実施可能なもの

は早期に実施する。 

利用料金については、「公共施設の

使用料設定にあたっての基本方針」

に従い見直しを検討する。 

利用者登録方法の見

直し 

団体登録の手続き方法について、現

在の手続きが適正であるか見直し

を行う。 

市民団体の登録等への影響が大き

いことから実態の把握に努め利用

者意見を聞きながら計画の前期５

年間の中で検討を行っていく。 

キャッシュレス決済 スポーツ施設の利用料金の支払い

方法について、キャッシュレス決済

の導入を研究する。 

実施方法や導入範囲等について研

究し、計画の前期５年間の中で検討

を行っていく。 

多種目対応 現在の施設は限られた競技にのみ

利用可能な施設となっていること

から、より多くのスポーツ競技に対

応していくことを検討する。 
広く市民へ周知するために、多種目

対応及び個人単位の利用の運用開

始とともに、それを広く市民へ伝え

ることのできる施設名称へ変更す

るため、本３件については連動して

計画の前期５年間の中で検討して

いく。 

施設名称の変更 幅広いスポーツ競技が実施可能で、

より多くの市民が利用できること

を伝えることの出来る施設名称へ

の変更を検討する。 

個人単位の利用 個人を含めたより多くの市民にス

ポーツを行う機会を提供していく

ために、個人単位でも利用可能とす

る運営方法を検討する。 

 

  



34 

（５）計画の進行管理 

① 計画の更新等 

本計画は社会状況等の変化や公園施設長寿命化計画の見直しにあわせて、適宜時点修正を行

っていきます。また、公園施設長寿命化計画と連携を図るため、当該計画の改定と同時に本計

画を更新します。 

平
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年
度 

令
和
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年
度 

令
和
２
年
度 

令
和
３
年
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年
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和
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年
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年
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和
７
年
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和
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年
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和
９
年
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令
和
１
０
年
度 

令
和
１
１
年
度 

令
和
１
２
年
度 

令
和
１
３
年
度 

令
和
１
４
年
度 

令
和
１
５
年
度 

令
和
１
６
年
度 

令
和
１
７
年
度 

令
和
１
８
年
度 

令
和
１
９
年
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② ＰＤＣＡサイクル 

本計画については、毎年度、取り組み状況を評価し、必要な改善を行うことで、その後の計

画立案に反映していきます。このような Plan （計画）、 Do （実行）、 Check （評価）、 Act

（改善）の 4 段階を繰り返すことによって、継続的な改善を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P 

D C 

A 

【計画の策定・更新】 

本計画の策定等 

【計画の実施】 

施設更新工事・運用見直し等 
【現状評価】 

施設カルテの更新 

【計画更新検討】 

計画見直し更新等検討 

 健幸まちづくりを実践する みんなが利用しやすい スポーツ施設の整備 

屋外スポーツ施設管理更新計画 
期間：令和 4 - 13 年度 

公園施設長寿命化計画 
期間：平成 30 – 令和 9 年度 

次期 公園施設長寿命化計画 
期間：令和 10 - 19 年度 

屋外スポーツ施設管理更新計画【計画更新】 
期間：令和 10 - 19 年度 
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③ 市民・利用者とのコミュニケ―ション 

施設の更新にあたっては、意見交換会やアンケートなどを行い、地域にお住いの方や施設を

ご利用いただいている方など市民の皆さまの声をお伺いする場を作ります。その場において、

本計画に定めている運用の見直しを含めた各施設の今後の方針をお伝えさせていただくととも

に、市民の方の声に耳を傾け、コミュニケーションをとりながら進めます。 

 

④ 現状評価・計画更新検討における視点 

本計画は、策定時点における屋外スポーツ施設の利用状況や競技人口の推移などを元に検討

したものです。今後、計画を実施したことなどによる利用状況の変化や、東京 2020 オリンピ

ック・パラリンピック競技大会の開催に伴う各種競技種目に対する関心の高まり、スポーツ・

レクリエーション活動の多様化、人口減少や少子高齢化といった人口構造の変化など、様々な

要因からスポーツ施設に対して求められるものが変わっていくことが予想されます。そのため、

引き続き施設利用状況や社会環境の変化を捉えながら現状評価と計画の更新を行っていきます。 

 野球場の需給バランス 

本計画期間中においては諏訪北公園野球場、諏訪南公園野球場兼球技場及び一本杉公園

野球場などの野球場の更新工事が多く予定されています。これらの改修の完了後において

は、他の市内野球場を含め、施設稼働率や市内からの利用率に大きな変化が起きることも

想定されることから、各野球場における方向性については、用途転用も含めて、あらため

て検討を行っていきます。 

 陸上競技機能 

陸上競技場については、インフィールドではサッカー、ラグビー等のスポーツ競技で利

用され、トラック部分では陸上競技が行われています。陸上競技の機能としては過去に２

種公認を取得していましたが、現在は非公認であることから、大会開催が難しく、陸上競

技のための利用は限定的になっています。そのため、陸上競技機能を今後どこまで維持し

ていくかについては、陸上競技の需要や利用実態を確認しながら検討を行っていきます。 

 庭球場ナイター照明 

庭球場のナイター照明については、一本杉公園庭球場４面及び連光寺公園庭球場２面に

設置されています。多摩市内には多摩東公園庭球場に７面が設置され駐車場台数も多いな

ど利便性にも優れていることから、多摩東公園庭球場へのナイター集約化についても検討

を行いました。この結果、コスト的には現施設での更新費用と多摩東公園庭球場への移設

費用はほぼ同額であったことから、より財源を確保しやすい方法により対応することが必

要です。そのため、今後、各種補助金等の財源について確認しながらより適切な手法を検

討します。 
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７．用語集 

 

用語 内容 

健全度調査 施設に附帯する設備（日除け、フェンス、バックネット、壁打ちなど）

について、現地において構造材及び消耗材などの劣化や損傷の状況を目

視等により確認する調査のことをいう。 

WBGT （ Wet Bulb 

Globe Temperature） 

熱中症を予防することを目的として、人体の熱収支に与える影響の大き

い ①湿度、 ②日射・輻射など周辺の熱環境、 ③気温の３要素から算

出される暑さの指標を指す。 

ライフサイクルコスト 施設に附帯する設備などが設置されてからその役割を終えるまでに係

る費用の総計を指す。 

更新 施設全般もしくは施設に附帯する設備の取り替えや新しく作り直すこ

とを指す。 

改修 施設全般もしくは施設に附帯する設備の劣化や損傷の改善を図ること

を指す。 

補修 施設全般もしくは施設に附帯する設備の修理や交換（主要部材など）を

指す。予防保全型管理において、施設の寿命を延ばすことを目的に行う

ものを含む。 

使用見込み期間 施設全般もしくは施設に附帯する設備について、実際に使用が可能と想

定される使用期間の目安として設定する期間のことを指す。 

※「公園施設長寿命化計画策定指針（案）」、「熱中症予防サイト」（環境省）を参考に一部修正し記

載しています。 
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（１）施設カルテ 

 施設カルテに掲載している項目の一部について、算出方法等の内容は以下とおりです。 

表 施設カルテについて 

項目 内容 

水飲み場の有無 屋外スポーツ施設設置公園における水飲み場の有無。 

自動販売機の有無 屋外スポーツ施設設置公園における自動販売機設置の有無。 

バリアフリー対応（出入り口） 東京都福祉保健局の「東京都福祉のまちづくり条例施設整備マ

ニュアル（平成 31 年 3 月改訂版）」の公園編に基づき、屋外

スポーツ施設の出入口の有効幅員（180cm 以上）及び出入り

口付近の通路の縦断勾配（４％以下）について、どちらも基準

を満たしている場合は対応済み、それ以外は要改善。 

利用者数 市内及び市外からの利用者数。 

市民利用率 市内団体利用枠数÷利用枠数により算出。 

稼働率 利用枠数÷稼働可能枠数により算出。 

抽選倍率 （当選数+落選数）÷当選数により算出。 

収入 施設利用料、照明利用料、備品利用料を指す。 

支出 維持管理経費やその他の経費（人件費等）を指す。 

※施設建設や大規模改修等に係る減価償却費を含まない。 

受益者負担率 収入÷支出により算出。 

一人当りコスト 支出÷利用者数により算出。 

※利用者数、市民利用率、稼働率、収入の算出においては、公用利用や保守などの管理で使用した枠、

天候不良により料金還付をしたものを除きます。 



施設概要
グラウンド（両翼91m、本塁中堅間120m）、管理棟（会議室、事
務室、トイレ、選手更衣室、シャワー室、放送設備）、夜間照
明、スコアボード（大型）

利用可能競技種目

1 野球場

基本情報

多摩市南野2-14-1

有

有

要改善

昭和57年4月

100 台

広域避難場所

8,370 円

軟式野球、硬式野球

番号 施設種別

現地の状況

利用料金（市内2時間当り） バリアフリー対応(出入り口)

駐車場台数 水飲み場の有無

防災上の位置づけ 自動販売機の有無

所在地

利用状況（平成29年～平成30年実績）

項目 H28 H29 H30 平均 項目 H28 H29 H30 平均

1,319

41.2%

稼働率（平日）（％） 39.7% 40.6% 45.7% 42.1% 稼働率（土日）（％） 65.9% 71.1% 71.2% 69.4%

利用者数（人） 16,577 16,567 14,593 15,912 市民利用率（％） 42.6% 44.0% 37.4%

1.6

収支状況（平成29年～平成30年実績）等

項目 H28 H29 H30 平均 項目 H28 H29 H30 平均

抽選倍率（平日）(倍) 2.1 1.2 2.0 1.8 抽選倍率（土日）（倍) 1.7 1.5 1.5

健全度判定結果（平成30年度、令和2年度調査）および主な改修工事履歴

健全度A 4 施設 健全度B 2 施設

19,160 20,988

受益者負担率（％） 47.3% 47.4% 65.4% 52.9% 一人当りコスト（円） 1,300 1,343

収入（千円） 10,183 10,560 12,536 11,093 支出（千円） 21,548 22,257

1,313

民間同種施設

徒歩圏（500ｍ圏内） 0 施設 自転車圏（1100ｍ圏内） 0 施設

課題および今後の方向性等

健全度C 15 施設 健全度D 0 施設

主な改修工事履歴
平成元年度：フェンス工事（20,514千円）、平成2年度：植木捕植及び補修（17,819千円）
平成8年度：散水用ポンプ交換（11,330千円）、平成20年度：散水用ポンプ交換（1,562千円）
平成27年：バックネット擁壁補修（259千円）、平成29年度：屋根補修（1,890千円）

2028年 2029年 2030年

現状と課題 施設の現状

・平日でも一定程度稼働している。
・施設全体の老朽化が進んでいる。
・利用者1人当たりのコスト効率が低い。
・野球需要は近年低下傾向にあり、市内登録団体の利用率も低い。
・バリアフリーへの対応が不十分である。

施設の更新における今後の方向性

規模縮小

実現に向けた取組み

≪施設総量・規模の適正化≫①ナイター照明・大型スコアボード廃止、②管
理棟・観客席は縮小・廃止も含めた見直し検討、③グラウンド整備内容の見
直し検討≪利用機会の拡大≫①更新費・維持管理費削減と市内団体が利
用しやすい利用料金へ見直し、②より多くのスポーツ競技への対応を検討、
③個人単位でも利用可能とする運営方法の検討、④施設名称変更の検討
≪安心・安全な施設の整備≫予防保全型の施設管理

※1 公園施設長寿命化計画との連携を検
討し全体更新

開設年月

施設名称

一本杉公園野球場

2031年 備考

個別スケジュール

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

注）健全度を除き、各項目とも3年間の平均

全体更新※1
電気

設備
更新
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・2036年度に公園施設長寿命化計画に合
わせて全体更新の見込み。

2031年 備考

個別スケジュール

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年

現状と課題 施設の現状

・施設の健全度、受益者負担率、市内登録団体利用率が高い。
・平日の稼働率が低い。
・野球・ソフトボール需要は近年低下傾向にある。
・バリアフリーへの対応が不十分である。

施設の更新における今後の方向性

機能維持

実現に向けた取組み

≪利用機会の拡大≫　①より多くのスポーツ競技への対応を検討、②個人
単位でも利用可能とする運営方法の検討、③施設名称変更の検討
≪安心・安全な施設の整備≫　予防保全型の施設管理

民間同種施設

徒歩圏（500ｍ圏内） 0 施設 自転車圏（1100ｍ圏内） 0 施設

課題および今後の方向性等

0 施設

主な改修工事履歴
平成8年度：フェンス等改修（39,621千円）
平成18年度：移設等（105,523千円）

71 77 85 78

健全度判定結果（平成30年度、令和2年度調査）および主な改修工事履歴

健全度A 12 施設 健全度B 0 施設

受益者負担率（％） 118.5% 108.3% 114.2% 113.7% 一人当りコスト（円）

健全度C 0 施設 健全度D

H28 H29 H30 平均

収入（千円） 1,443 1,269 1,246 1,319 支出（千円）

項目 H28 H29 H30 平均 項目

1,218 1,172 1,092 1,160

収支状況（平成29年～平成30年実績）等

稼働率（土日）（％） 83.6% 76.0% 79.4% 79.6%

抽選倍率（平日）(倍) 1.8 1.6 1.7 1.7

90.8%

稼働率（平日）（％） 34.7% 27.2% 25.2% 28.8%

抽選倍率（土日）（倍) 2.6 2.2 1.9 2.2

利用者数（人） 17,157 15,275 12,781 15,071 市民利用率（％） 86.7% 91.4% 94.5%

利用料金（市内2時間当り） 2,080 円 バリアフリー対応(出入り口) 要改善

利用状況（平成29年～平成30年実績）

項目 H28 H29 H30 平均 項目 H28 H29 H30 平均

駐車場台数 22 台 水飲み場の有無 有

防災上の位置づけ 一時避難場所 自動販売機の有無 無

所在地 多摩市関戸3-5番地先

開設年月 昭和39年4月

施設概要 グラウンド（両翼90m、本塁中堅間109m）

利用可能競技種目 軟式野球、ソフトボール

2 野球場 関戸公園野球場
基本情報 現地の状況

番号 施設種別 施設名称

注）健全度を除き、各項目とも3年間の平均
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※1 住宅市街地総合整備事業により全体
更新。

2031年 備考

個別スケジュール

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年

現状と課題 施設の現状

・受益者負担率が高い。
・平日の稼働率が低い。
・駐車場台数が不足している。
・野球・ソフトボール需要は近年低下傾向にある。
・バリアフリーへの対応が不十分である。

施設の更新における今後の方向性

機能維持

実現に向けた取組み

≪利用機会の拡大≫　①より多くのスポーツ競技への対応を検討、②個人
単位でも利用可能とする運営方法の検討、③施設名称変更の検討
≪安心・安全な施設の整備≫　予防保全型の施設管理

民間同種施設

徒歩圏（500ｍ圏内） 0 施設 自転車圏（1100ｍ圏内） 0 施設

課題および今後の方向性等

0 施設

主な改修工事履歴
平成7年度：フェンス改修（1,186千円）
平成29年度：散水栓新設（918千円）

140 139 154 144

健全度判定結果（平成30年度、令和2年度調査）および主な改修工事履歴

健全度A 1 施設 健全度B 3 施設

受益者負担率（％） 75.1% 79.4% 80.9% 78.3% 一人当りコスト（円）

健全度C 2 施設 健全度D

H28 H29 H30 平均

収入（千円） 914 930 883 909 支出（千円）

項目 H28 H29 H30 平均 項目

1,218 1,172 1,092 1,160

収支状況（平成29年～平成30年実績）等

稼働率（土日）（％） 77.4% 75.2% 81.6% 78.0%

抽選倍率（平日）(倍) 1.4 1.3 1.2 1.3

93.5%

稼働率（平日）（％） 13.5% 13.9% 11.5% 13.0%

抽選倍率（土日）（倍) 2.1 1.6 1.8 1.8

利用者数（人） 8,672 8,444 7,075 8,064 市民利用率（％） 96.4% 90.3% 93.8%

利用料金（市内2時間当り） 2,080 円 バリアフリー対応(出入り口) 要改善

利用状況（平成29年～平成30年実績）

項目 H28 H29 H30 平均 項目 H28 H29 H30 平均

駐車場台数 6 台 水飲み場の有無 有

防災上の位置づけ 一時避難場所 自動販売機の有無 有

所在地 多摩市諏訪3-11

開設年月 昭和50年8月

施設概要 グラウンド（両翼75m、本塁中堅間84m）

利用可能競技種目 軟式野球、ソフトボール

3 野球場 諏訪北公園野球場
基本情報 現地の状況

番号 施設種別 施設名称

注）健全度を除き、各項目とも3年間の平均

全体更新※1
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※1　公園施設長寿命化計画に合わせて
全体更新

2031年 備考

個別スケジュール

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年

現状と課題 施設の現状

・平日の稼働率が低い。
・野球・ソフトボール需要は近年低下傾向にある。
・駐車場台数が不足している。

施設の更新における今後の方向性

機能維持

実現に向けた取組み

≪利用機会の拡大≫　①より多くのスポーツ競技への対応を検討、②個人
単位でも利用可能とする運営方法の検討、③施設名称変更の検討
≪安心・安全な施設の整備≫　予防保全型の施設管理

民間同種施設

徒歩圏（500ｍ圏内） 0 施設 自転車圏（1100ｍ圏内） 0 施設

課題および今後の方向性等

0 施設

主な改修工事履歴
平成3年度：フェンス改修（19,815千円）
令和2年度：フェンス取替（3,718千円）

192 224 195 204

健全度判定結果（平成30年度、令和2年度調査）および主な改修工事履歴

健全度A 3 施設 健全度B 2 施設

受益者負担率（％） 58.7% 54.7% 54.5% 56.0% 一人当りコスト（円）

健全度C 2 施設 健全度D

H28 H29 H30 平均

収入（千円） 715 641 595 650 支出（千円）

項目 H28 H29 H30 平均 項目

1,218 1,172 1,092 1,160

収支状況（平成29年～平成30年実績）等

稼働率（土日）（％） 63.2% 59.5% 60.1% 60.9%

抽選倍率（平日）(倍) 1.9 1.2 2.4 1.8

100.0%

稼働率（平日）（％） 5.9% 4.3% 3.8% 4.7%

抽選倍率（土日）（倍) 2.1 2.2 2.0 2.1

利用者数（人） 6,346 5,226 5,610 5,727 市民利用率（％） 100.0% 100.0% 100.0%

利用料金（市内2時間当り） 2,080 円 バリアフリー対応(出入り口) 対応済

利用状況（平成29年～平成30年実績）

項目 H28 H29 H30 平均 項目 H28 H29 H30 平均

駐車場台数 6 台 水飲み場の有無 有

防災上の位置づけ 一時避難場所 自動販売機の有無 無

所在地 多摩市貝取4-13

開設年月 昭和51年4月

施設概要 グラウンド（両翼75m、本塁中堅間84m）

利用可能競技種目 軟式野球、ソフトボール

4 野球場 貝取南公園野球場
基本情報 現地の状況

番号 施設種別 施設名称

注）健全度を除き、各項目とも3年間の平均

全体

更新
※1
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※1　公園施設長寿命化計画に合わせて
全体更新

2031年 備考

個別スケジュール

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年

現状と課題 施設の現状

・受益者負担率が高い。
・平日の稼働率が低い。
・野球・ソフトボール需要は近年低下傾向にある。
・駐車場台数が不足している。

施設の更新における今後の方向性

機能維持

実現に向けた取組み

≪利用機会の拡大≫　①より多くのスポーツ競技への対応を検討、②個人
単位でも利用可能とする運営方法の検討、③施設名称変更の検討、④対面
式野球場の検討
≪安心・安全な施設の整備≫　①予防保全型の施設管理、②施設利用者
や公園利用者の安全を確保するためのフェンスの整備

民間同種施設

徒歩圏（500ｍ圏内） 0 施設 自転車圏（1100ｍ圏内） 0 施設

課題および今後の方向性等

0 施設

主な改修工事履歴 特になし

111 126 146 128

健全度判定結果（平成30年度、令和2年度調査）および主な改修工事履歴

健全度A 3 施設 健全度B 0 施設

受益者負担率（％） 121.9% 116.9% 117.4% 118.8% 一人当りコスト（円）

健全度C 2 施設 健全度D

H28 H29 H30 平均

収入（千円） 742 685 641 689 支出（千円）

項目 H28 H29 H30 平均 項目

609 586 546 580

収支状況（平成29年～平成30年実績）等

稼働率（土日）（％） 47.8% 47.7% 43.7% 46.4%

抽選倍率（平日）(倍) 1.0 1.0 1.0 1.0

83.4%

稼働率（平日）（％） 8.5% 4.9% 1.7% 5.1%

抽選倍率（土日）（倍) 1.7 1.6 1.4 1.6

利用者数（人） 5,460 4,643 3,728 4,610 市民利用率（％） 91.5% 82.2% 73.4%

利用料金（市内2時間当り） 2,080 円 バリアフリー対応(出入り口) 要改善

利用状況（平成29年～平成30年実績）

項目 H28 H29 H30 平均 項目 H28 H29 H30 平均

駐車場台数 5 台 水飲み場の有無 有

防災上の位置づけ 一時避難場所 自動販売機の有無 無

所在地 多摩市諏訪5-14-1

開設年月 昭和48年4月

施設概要
グラウンド（本塁左翼間75ｍ/本塁右翼間66ｍ/本塁中堅間
124ｍ）、球技場兼用

利用可能競技種目 軟式野球、ソフトボール

5 野球場 諏訪南公園野球場
基本情報 現地の状況

番号 施設種別 施設名称

注）健全度を除き、各項目とも3年間の平均

全体

更新
※1
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※1　公園施設長寿命化計画に合わせて
全体更新

2031年 備考

個別スケジュール

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年

現状と課題 施設の現状

・稼働率、受益者負担率、市内登録団体の利用率が低い。
・フェンス等で囲われておらず、安全性及びグラウンドコンディションの管理に課題
がある。
・芝生地の剥がれが裸地化が起き、不陸が発生している。
・駐車場台数が不足している。

施設の更新における今後の方向性

機能維持

実現に向けた取組み

≪利用機会の拡大≫　①より多くのスポーツ競技への対応を検討、②個人
単位でも利用可能とする運営方法の検討、③施設名称変更の検討
≪安心・安全な施設の整備≫　①予防保全型の施設管理、②施設利用者
や公園利用者の安全を確保するためのフェンスの整備

民間同種施設

徒歩圏（500ｍ圏内） 0 施設 自転車圏（1100ｍ圏内） 0 施設

課題および今後の方向性等

0 施設

主な改修工事履歴 特になし

832 896 340 689

健全度判定結果（平成30年度、令和2年度調査）および主な改修工事履歴

健全度A 3 施設 健全度B 0 施設

受益者負担率（％） 14.5% 12.1% 36.1% 20.4% 一人当りコスト（円）

健全度C 2 施設 健全度D

H28 H29 H30 平均

収入（千円） 88 71 197 119 支出（千円）

項目 H28 H29 H30 平均 項目

609 586 546 580

収支状況（平成29年～平成30年実績）等

稼働率（土日）（％） 6.7% 6.1% 9.2% 7.3%

抽選倍率（平日）(倍) 1.0 0.0 0.0 0.3

60.4%

稼働率（平日）（％） 0.2% 0.9% 1.0% 0.7%

抽選倍率（土日）（倍) 2.2 1.6 1.2 1.7

利用者数（人） 732 654 1,605 997 市民利用率（％） 68.3% 77.8% 42.9%

利用料金（市内2時間当り） 2,080 円 バリアフリー対応(出入り口) 要改善

利用状況（平成29年～平成30年実績）

項目 H28 H29 H30 平均 項目 H28 H29 H30 平均

駐車場台数 5 台 水飲み場の有無 有

防災上の位置づけ 一時避難場所 自動販売機の有無 無

所在地 多摩市諏訪5-14-1

開設年月 昭和48年4月

施設概要 グラウンド（50m×90m）、野球場兼用

利用可能競技種目
サッカー、ターゲットバードゴルフ、グラウンドゴルフ、ラグビー、ラクロ
ス、アメフト

6 球技場 諏訪南公園球技場
基本情報 現地の状況

番号 施設種別 施設名称

注）健全度を除き、各項目とも3年間の平均

全体

更新
※1
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※1　公園施設長寿命化計画に合わせて
全体更新

2031年 備考

個別スケジュール

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年

現状と課題 施設の現状

・利用者1人当たりのコスト効率が低い。
・平日の稼働率が低い。
・駐車場台数が不足している。

施設の更新における今後の方向性

機能維持

実現に向けた取組み

≪利用機会の拡大≫　①より多くのスポーツ競技への対応を検討、②個人
単位でも利用可能とする運営方法の検討、③施設名称変更の検討
≪安心・安全な施設の整備≫　予防保全型の施設管理

民間同種施設

徒歩圏（500ｍ圏内） 0 施設 自転車圏（1100ｍ圏内） 1 施設

課題および今後の方向性等

0 施設

主な改修工事履歴 平成13年度：防球用ネットの設置（3,360千円）

163 175 140 160

健全度判定結果（平成30年度、令和2年度調査）および主な改修工事履歴

健全度A 4 施設 健全度B 1 施設

受益者負担率（％） 47.4% 46.2% 46.3% 46.7% 一人当りコスト（円）

健全度C 2 施設 健全度D

H28 H29 H30 平均

収入（千円） 578 541 506 541 支出（千円）

項目 H28 H29 H30 平均 項目

1,218 1,172 1,092 1,160

収支状況（平成29年～平成30年実績）等

稼働率（土日）（％） 63.7% 61.8% 62.2% 62.6%

抽選倍率（平日）(倍) 1.8 1.7 1.0 1.5

100.0%

稼働率（平日）（％） 2.4% 0.5% 0.9% 1.3%

抽選倍率（土日）（倍) 1.5 2.0 2.0 1.8

利用者数（人） 7,460 6,690 7,776 7,309 市民利用率（％） 100.0% 100.0% 100.0%

利用料金（市内2時間当り） 2,080 円 バリアフリー対応(出入り口) 対応済

利用状況（平成29年～平成30年実績）

項目 H28 H29 H30 平均 項目 H28 H29 H30 平均

駐車場台数 6 台 水飲み場の有無 有

防災上の位置づけ 一時避難場所 自動販売機の有無 無

所在地 多摩市貝取4-13

開設年月 昭和51年4月

施設概要 グラウンド（55m×85m）

利用可能競技種目
サッカー、ターゲットバードゴルフ、グラウンドゴルフ、ラグビー、ラクロ
ス、アメフト

7 球技場 貝取南公園球技場
基本情報 現地の状況

番号 施設種別 施設名称

注）健全度を除き、各項目とも3年間の平均

全体

更新
※1
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豪雨等により復旧工事が必要な被害を受
けた際には、用途転用を検討する。

2031年 備考

個別スケジュール

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年

現状と課題 施設の現状

・健全度が高い。
・市内登録団体の利用率が低く、平日の稼働率も低い。
・河川敷に設置されており、台風による水害が発生するなど、
今後の施設の在り方を検討する必要がある。

施設の更新における今後の方向性

将来的に用途転用

実現に向けた取組み
≪施設総量・規模の適正化≫ 　誰でも気軽に体を動かすことができる場への転
用を検討
≪安心・安全な施設の整備≫ 　予防保全型の施設管理

民間同種施設

徒歩圏（500ｍ圏内） 0 施設 自転車圏（1100ｍ圏内） 1 施設

課題および今後の方向性等

0 施設

主な改修工事履歴 令和２年度：復旧工事（2,461千円）

126 124 114 121

健全度判定結果（平成30年度、令和2年度調査）および主な改修工事履歴

健全度A 2 施設 健全度B 0 施設

受益者負担率（％） 36.9% 31.2% 33.0% 33.8% 一人当りコスト（円）

健全度C 0 施設 健全度D

H28 H29 H30 平均

収入（千円） 449 366 361 392 支出（千円）

項目 H28 H29 H30 平均 項目

1,218 1,172 1,092 1,160

収支状況（平成29年～平成30年実績）等

稼働率（土日）（％） 63.6% 58.1% 58.7% 60.3%

抽選倍率（平日）(倍) 0.0 1.0 1.0 0.7

43.0%

稼働率（平日）（％） 5.1% 3.8% 1.6% 3.5%

抽選倍率（土日）（倍) 1.1 1.4 1.2 1.2

利用者数（人） 9,682 9,449 9,542 9,558 市民利用率（％） 46.1% 40.2% 41.8%

利用料金（市内2時間当り） 730 円 バリアフリー対応(出入り口) 対応済

利用状況（平成29年～平成30年実績）

項目 H28 H29 H30 平均 項目 H28 H29 H30 平均

駐車場台数 0 台 水飲み場の有無 有

防災上の位置づけ 一時避難場所 自動販売機の有無 無

所在地 多摩市一ノ宮1049番地先

開設年月 昭和49年4月

施設概要 グラウンド（50m×110m）

利用可能競技種目
サッカー、ターゲットバードゴルフ、グラウンドゴルフ、ラグビー、ラクロ
ス、アメフト

8 球技場 一ノ宮公園球技場
基本情報 現地の状況

番号 施設種別 施設名称

注）健全度を除き、各項目とも3年間の平均

46



※1　公園施設長寿命化計画に合わせて
全体更新

2031年 備考

個別スケジュール

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年

現状と課題 施設の現状

・サッカーフルピッチに近い面積がある。
・休日の稼働率、受益者負担率が高い。
・平日の稼働率が低い。
・駐車場台数が不足している。

施設の更新における今後の方向性

機能維持

実現に向けた取組み

≪利用機会の拡大≫　①より多くのスポーツ競技への対応を検討、②個人
単位でも利用可能とする運営方法の検討、③施設名称変更の検討
≪安心・安全な施設の整備≫　予防保全型の施設管理

民間同種施設

徒歩圏（500ｍ圏内） 0 施設 自転車圏（1100ｍ圏内） 3 施設

課題および今後の方向性等

0 施設

主な改修工事履歴 特になし

115 105 81 100

健全度判定結果（平成30年度、令和2年度調査）および主な改修工事履歴

健全度A 2 施設 健全度B 1 施設

受益者負担率（％） 60.0% 72.3% 64.6% 65.6% 一人当りコスト（円）

健全度C 3 施設 健全度D

H28 H29 H30 平均

収入（千円） 730 847 705 761 支出（千円）

項目 H28 H29 H30 平均 項目

1,218 1,172 1,092 1,160

収支状況（平成29年～平成30年実績）等

稼働率（土日）（％） 84.4% 77.6% 88.5% 83.4%

抽選倍率（平日）(倍) 3.9 4.6 5.8 4.8

91.4%

稼働率（平日）（％） 12.1% 8.2% 3.5% 7.9%

抽選倍率（土日）（倍) 2.7 3.0 3.2 3.0

利用者数（人） 10,599 11,172 13,522 11,764 市民利用率（％） 96.1% 85.2% 92.5%

利用料金（市内2時間当り） 2,080 円 バリアフリー対応(出入り口) 要改善

利用状況（平成29年～平成30年実績）

項目 H28 H29 H30 平均 項目 H28 H29 H30 平均

駐車場台数 8 台 水飲み場の有無 有

防災上の位置づけ 一時避難場所 自動販売機の有無 無

所在地 多摩市落合5-5

開設年月 昭和57年4月

施設概要 グラウンド（65m×110m）

利用可能競技種目 サッカー

9 球技場 宝野公園球技場
基本情報 現地の状況

番号 施設種別 施設名称

注）健全度を除き、各項目とも3年間の平均

全体

更新
※1
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2033年度に公園施設長寿命化計画に合わ
せて全体更新の見込み。

2031年 備考

個別スケジュール

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年

現状と課題 施設の現状

・休日の稼働率、受益者負担率が高い。
・施設の全体の老朽化が進んでいる。
・平日の稼働率が低い。
・バリアフリーへの対応が不十分である。

施設の更新における今後の方向性

機能維持

実現に向けた取組み

≪利用機会の拡大≫　①より多くのスポーツ競技への対応を検討、②個人
単位でも利用可能とする運営方法の検討、③施設名称変更の検討
≪安心・安全な施設の整備≫　予防保全型の施設管理

民間同種施設

徒歩圏（500ｍ圏内） 0 施設 自転車圏（1100ｍ圏内） 2 施設

課題および今後の方向性等

0 施設

主な改修工事履歴 特になし

126 107 83 105

健全度判定結果（平成30年度、令和2年度調査）および主な改修工事履歴

健全度A 2 施設 健全度B 0 施設

受益者負担率（％） 63.6% 55.8% 60.6% 60.1% 一人当りコスト（円）

健全度C 3 施設 健全度D

H28 H29 H30 平均

収入（千円） 775 654 662 697 支出（千円）

項目 H28 H29 H30 平均 項目

1,218 1,172 1,092 1,160

収支状況（平成29年～平成30年実績）等

稼働率（土日）（％） 69.8% 65.9% 71.1% 68.9%

抽選倍率（平日）(倍) 2.5 2.2 2.0 2.2

89.2%

稼働率（平日）（％） 11.1% 3.4% 5.4% 6.7%

抽選倍率（土日）（倍) 1.1 1.4 1.3 1.3

利用者数（人） 9,669 10,954 13,163 11,262 市民利用率（％） 93.7% 84.4% 88.5%

利用料金（市内2時間当り） 2,080 円 バリアフリー対応(出入り口) 要改善

利用状況（平成29年～平成30年実績）

項目 H28 H29 H30 平均 項目 H28 H29 H30 平均

駐車場台数 15 台 水飲み場の有無 有

防災上の位置づけ 一時避難場所 自動販売機の有無 無

所在地 多摩市和田795

開設年月 昭和56年4月

施設概要 グラウンド（55m×78m）

利用可能競技種目
サッカー、ターゲットバードゴルフ、グラウンドゴルフ、ラグビー、ラクロ
ス、アメフト

10 球技場 和田公園球技場
基本情報 現地の状況

番号 施設種別 施設名称

注）健全度を除き、各項目とも3年間の平均
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※1 公園施設長寿命化計画との連携を検討し全体更新
2039年度に人工芝張替え等の更新の見込み。

2031年 備考

個別スケジュール

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年

現状と課題 施設の現状

・受益者負担率、市民利用率、稼働率が高い。
・夜間照明の照度が不十分。
・バリアフリーへの対応が不十分である。

施設の更新における今後の方向性

機能維持

実現に向けた取組み

≪安心・安全な施設の整備≫　予防保全型の施設管理

民間同種施設

徒歩圏（500ｍ圏内） 0 施設 自転車圏（1100ｍ圏内） 0 施設

課題および今後の方向性等

0 施設

主な改修工事履歴
平成18年度：人工芝生化（17,850千円）
平成19年度：人工芝生化（17,850千円）
令和2年度：人工芝生張替え（36,607千円）

51 50 52 51

健全度判定結果（平成30年度、令和2年度調査）および主な改修工事履歴

健全度A 4 施設 健全度B 2 施設

受益者負担率（％） 356.4% 366.1% 344.0% 355.5% 一人当りコスト（円）

健全度C 5 施設 健全度D

H28 H29 H30 平均

収入（千円） 8,295 7,705 7,293 7,764 支出（千円）

項目 H28 H29 H30 平均 項目

2,327 2,105 2,120 2,184

収支状況（平成29年～平成30年実績）等

稼働率（土日）（％） 84.7% 81.0% 82.9% 82.9%

抽選倍率（平日）(倍) 3.7 3.3 3.2 3.4

99.0%

稼働率（平日）（％） 59.5% 57.8% 54.1% 57.1%

抽選倍率（土日）（倍) 3.6 3.1 2.9 3.2

利用者数（人） 45,550 42,487 40,426 42,821 市民利用率（％） 99.0% 99.2% 98.7%

利用料金（市内2時間当り） 1,030 円 バリアフリー対応(出入り口) 要改善

利用状況（平成29年～平成30年実績）

項目 H28 H29 H30 平均 項目 H28 H29 H30 平均

駐車場台数 100 台 水飲み場の有無 有

防災上の位置づけ 広域避難場所 自動販売機の有無 有

所在地 多摩市南野2-14-1

開設年月 昭和56年4月

施設概要
テニスコート（４面  砂入り人工芝）、夜間照明、更衣室、トイ
レ、用具庫

利用可能競技種目 軟式テニス、硬式テニス

11 庭球場 一本杉公園庭球場
基本情報 現地の状況

番号 施設種別 施設名称

注）健全度を除き、各項目とも3年間の平均

全体更新※1
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・2034年度に人工芝張替え等の更新の見
込み。

2031年 備考

個別スケジュール

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年

現状と課題 施設の現状

・受益者負担率、市民利用率、稼働率が高い。
・駐車場台数が不足している。
・バリアフリーへの対応が不十分である。

施設の更新における今後の方向性

機能維持

実現に向けた取組み

≪安心・安全な施設の整備≫　予防保全型の施設管理

民間同種施設

徒歩圏（500ｍ圏内） 0 施設 自転車圏（1100ｍ圏内） 1 施設

課題および今後の方向性等

0 施設

主な改修工事履歴
平成2年度：人工芝生化（30,017千円）
平成20年度：人工芝生張替え（14,176千円　※連光寺とあわせて４面の金額）

81 77 70 76

健全度判定結果（平成30年度、令和2年度調査）および主な改修工事履歴

健全度A 0 施設 健全度B 2 施設

受益者負担率（％） 189.5% 205.9% 220.3% 204.6% 一人当りコスト（円）

健全度C 2 施設 健全度D

H28 H29 H30 平均

収入（千円） 2,381 2,489 2,464 2,445 支出（千円）

項目 H28 H29 H30 平均 項目

1,257 1,209 1,119 1,195

収支状況（平成29年～平成30年実績）等

稼働率（土日）（％） 72.7% 85.1% 87.9% 81.4%

抽選倍率（平日）(倍) 3.6 3.2 3.4 3.4

99.7%

稼働率（平日）（％） 69.5% 67.8% 65.5% 67.6%

抽選倍率（土日）（倍) 4.9 5.0 5.4 5.1

利用者数（人） 15,603 15,775 15,959 15,779 市民利用率（％） 99.7% 99.8% 99.7%

利用料金（市内2時間当り） 1,030 円 バリアフリー対応(出入り口) 要改善

利用状況（平成29年～平成30年実績）

項目 H28 H29 H30 平均 項目 H28 H29 H30 平均

駐車場台数 10 台 水飲み場の有無 有

防災上の位置づけ 一時避難場所 自動販売機の有無 有

所在地 多摩市永山4-7-12

開設年月 昭和48年4月

施設概要 テニスコート（２面  砂入り人工芝）

利用可能競技種目 軟式テニス、硬式テニス

12 庭球場 永山南公園庭球場
基本情報 現地の状況

番号 施設種別 施設名称

注）健全度を除き、各項目とも3年間の平均

人工

芝張
替等
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※1 住宅市街地総合整備事業により全体更新。
・2033年度に人工芝生張替え等の更新の見込み。

2031年 備考

個別スケジュール

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年

現状と課題 施設の現状

・受益者負担率、市民利用率、稼働率が高い。
・駐車場台数が不足している。
・バリアフリーへの対応が不十分である。

施設の更新における今後の方向性

機能維持

実現に向けた取組み

≪安心・安全な施設の整備≫　予防保全型の施設管理

民間同種施設

徒歩圏（500ｍ圏内） 1 施設 自転車圏（1100ｍ圏内） 0 施設

課題および今後の方向性等

0 施設

主な改修工事履歴
平成元年度：改修工事（29,355千円）、平成21年度：人工芝生張替え（17,115千円　※貝取北と合
わせて４面の金額）、平成30年度：フェンス補修（454千円）、令和元年度：壁打ち改修（9,701千
円）

88 94 83 88

健全度判定結果（平成30年度、令和2年度調査）および主な改修工事履歴

健全度A 2 施設 健全度B 2 施設

受益者負担率（％） 187.1% 180.5% 199.0% 188.6% 一人当りコスト（円）

健全度C 1 施設 健全度D

H28 H29 H30 平均

収入（千円） 2,351 2,182 2,226 2,253 支出（千円）

項目 H28 H29 H30 平均 項目

1,257 1,209 1,119 1,195

収支状況（平成29年～平成30年実績）等

稼働率（土日）（％） 83.7% 83.1% 86.0% 84.2%

抽選倍率（平日）(倍) 2.6 2.8 2.5 2.6

99.8%

稼働率（平日）（％） 62.8% 55.9% 56.5% 58.4%

抽選倍率（土日）（倍) 3.5 3.7 3.3 3.5

利用者数（人） 14,331 12,862 13,512 13,568 市民利用率（％） 99.7% 100.0% 99.8%

利用料金（市内2時間当り） 1,030 円 バリアフリー対応(出入り口) 要改善

利用状況（平成29年～平成30年実績）

項目 H28 H29 H30 平均 項目 H28 H29 H30 平均

駐車場台数 6 台 水飲み場の有無 有

防災上の位置づけ 一時避難場所 自動販売機の有無 有

所在地 多摩市諏訪3-11

開設年月 昭和51年4月

施設概要
テニスコート（２面  砂入り人工芝）、壁打（１ヶ所　砂入り人工
芝）

利用可能競技種目 軟式テニス、硬式テニス

13 庭球場 諏訪北公園庭球場
基本情報 現地の状況

番号 施設種別 施設名称

注）健全度を除き、各項目とも3年間の平均

全体更新※1
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・2034年度に公園施設長寿命化計画に合
わせて全体更新の見込み。

2031年 備考

個別スケジュール

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年

現状と課題 施設の現状

・受益者負担率、市民利用率、稼働率が高い。
・利用者1人当たりのコスト効率が低い。
・バリアフリーへの対応が不十分である。

施設の更新における今後の方向性

機能維持

実現に向けた取組み

≪安心・安全な施設の整備≫　予防保全型の施設管理

民間同種施設

徒歩圏（500ｍ圏内） 0 施設 自転車圏（1100ｍ圏内） 1 施設

課題および今後の方向性等

0 施設

主な改修工事履歴 平成21年度：人工芝生張替え（17,115千円　※諏訪北と合わせて４面の金額）

72 71 65 69

健全度判定結果（平成30年度、令和2年度調査）および主な改修工事履歴

健全度A 3 施設 健全度B 1 施設

受益者負担率（％） 188.1% 193.6% 206.6% 195.7% 一人当りコスト（円）

健全度C 1 施設 健全度D

H28 H29 H30 平均

収入（千円） 2,364 2,340 2,311 2,338 支出（千円）

項目 H28 H29 H30 平均 項目

1,257 1,209 1,119 1,195

収支状況（平成29年～平成30年実績）等

稼働率（土日）（％） 85.4% 85.4% 86.2% 85.7%

抽選倍率（平日）(倍) 3.6 3.1 3.0 3.2

99.6%

稼働率（平日）（％） 57.9% 61.3% 58.1% 59.1%

抽選倍率（土日）（倍) 3.7 3.6 3.5 3.6

利用者数（人） 17,505 17,080 17,101 17,229 市民利用率（％） 99.6% 99.7% 99.6%

利用料金（市内2時間当り） 1,030 円 バリアフリー対応(出入り口) 要改善

利用状況（平成29年～平成30年実績）

項目 H28 H29 H30 平均 項目 H28 H29 H30 平均

駐車場台数 10 台 水飲み場の有無 有

防災上の位置づけ 一時避難場所 自動販売機の有無 有

所在地 多摩市貝取2-1-1

開設年月 昭和58年4月

施設概要 テニスコート（２面  砂入り人工芝）

利用可能競技種目 軟式テニス、硬式テニス

14 庭球場 貝取北公園庭球場
基本情報 現地の状況

番号 施設種別 施設名称

注）健全度を除き、各項目とも3年間の平均

人工

芝張
替等
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※1　公園施設長寿命化計画に合わせて全体更新
・2038年度に人工芝張替え等の更新の見込み。

2031年 備考

個別スケジュール

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年

現状と課題 施設の現状

・受益者負担率、市民利用率、稼働率が高い。
・駐車場台数が不足している。
・バリアフリーへの対応が不十分である。

施設の更新における今後の方向性

機能維持

実現に向けた取組み

≪安心・安全な施設の整備≫　予防保全型の施設管理

民間同種施設

徒歩圏（500ｍ圏内） 0 施設 自転車圏（1100ｍ圏内） 0 施設

課題および今後の方向性等

0 施設

主な改修工事履歴
平成13年度：改修工事（13,650千円）
平成14年度：改修工事（8,925千円）
平成26年度：人工芝張替え（21,515千円）

65 63 57 62

健全度判定結果（平成30年度、令和2年度調査）および主な改修工事履歴

健全度A 4 施設 健全度B 2 施設

受益者負担率（％） 259.5% 269.5% 301.6% 276.0% 一人当りコスト（円）

健全度C 2 施設 健全度D

H28 H29 H30 平均

収入（千円） 3,362 3,358 3,455 3,392 支出（千円）

項目 H28 H29 H30 平均 項目

1,296 1,246 1,146 1,229

収支状況（平成29年～平成30年実績）等

稼働率（土日）（％） 83.7% 84.5% 90.0% 86.0%

抽選倍率（平日）(倍) 3.9 3.3 4.2 3.8

99.7%

稼働率（平日）（％） 50.8% 53.9% 54.7% 53.1%

抽選倍率（土日）（倍) 4.0 4.3 4.7 4.3

利用者数（人） 19,926 19,855 19,944 19,908 市民利用率（％） 99.5% 99.7% 99.9%

利用料金（市内2時間当り） 1,030 円 バリアフリー対応(出入り口) 要改善

利用状況（平成29年～平成30年実績）

項目 H28 H29 H30 平均 項目 H28 H29 H30 平均

駐車場台数 6 台 水飲み場の有無 有

防災上の位置づけ 一時避難場所 自動販売機の有無 無

所在地 多摩市愛宕1-66

開設年月 昭和48年4月

施設概要 テニスコート（３面  砂入り人工芝）

利用可能競技種目 軟式テニス、硬式テニス

15 庭球場 愛宕東公園庭球場
基本情報 現地の状況

番号 施設種別 施設名称

注）健全度を除き、各項目とも3年間の平均

全体

更新
※１
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豪雨等により復旧工事が必要な被害を受
けた際には、用途転用を検討する。

2031年 備考

個別スケジュール

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年

現状と課題 施設の現状

・健全度が高い。
・平日の稼働率が低い。
・河川敷に設置されており、台風による水害が発生するなど、今後の施
設の在り方を検討する必要がある。

施設の更新における今後の方向性

将来的に用途転用

実現に向けた取組み

≪施設総量・規模の適正化≫ 　誰でも気軽に体を動かすことができる場へ
の転用を検討
≪安心・安全な施設の整備≫ 　予防保全型の施設管理

民間同種施設

徒歩圏（500ｍ圏内） 0 施設 自転車圏（1100ｍ圏内） 1 施設

課題および今後の方向性等

0 施設

主な改修工事履歴 令和２年度：復旧工事（8,692千円）

499 519 457 492

健全度判定結果（平成30年度、令和2年度調査）および主な改修工事履歴

健全度A 3 施設 健全度B 0 施設

受益者負担率（％） 42.9% 42.6% 47.1% 44.1% 一人当りコスト（円）

健全度C 0 施設 健全度D

H28 H29 H30 平均

収入（千円） 539 515 527 527 支出（千円）

項目 H28 H29 H30 平均 項目

1,257 1,209 1,119 1,195

収支状況（平成29年～平成30年実績）等

稼働率（土日）（％） 62.0% 66.3% 52.3% 59.8%

抽選倍率（平日）(倍) 1.0 1.1 1.0 1.0

93.4%

稼働率（平日）（％） 6.7% 5.2% 3.8% 5.1%

抽選倍率（土日）（倍) 1.5 1.7 1.3 1.5

利用者数（人） 2,518 2,330 2,447 2,432 市民利用率（％） 96.4% 96.0% 87.1%

利用料金（市内2時間当り） 730 円 バリアフリー対応(出入り口) 対応済

利用状況（平成29年～平成30年実績）

項目 H28 H29 H30 平均 項目 H28 H29 H30 平均

駐車場台数 0 台 水飲み場の有無 無

防災上の位置づけ 一時避難場所 自動販売機の有無 無

所在地 多摩市一ノ宮1049番地先

開設年月 昭和49年4月

施設概要 テニスコート（２面  クレーコート）

利用可能競技種目 軟式テニス、硬式テニス

16 庭球場 一ノ宮公園庭球場
基本情報 現地の状況

番号 施設種別 施設名称

注）健全度を除き、各項目とも3年間の平均
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・2032年度に人工芝張替え等の更新の見
込み。

2031年 備考

個別スケジュール

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年

現状と課題 施設の現状

・受益者負担率、市民利用率、稼働率が高い。
・バリアフリーへの対応が不十分である。

施設の更新における今後の方向性

機能維持

実現に向けた取組み

≪安心・安全な施設の整備≫　予防保全型の施設管理

民間同種施設

徒歩圏（500ｍ圏内） 0 施設 自転車圏（1100ｍ圏内） 0 施設

課題および今後の方向性等

0 施設

主な改修工事履歴
平成4年度：改修工事（37,801千円）
平成20年度：人工芝生張替え（14,176千円　※永山南とあわせて４面の金額）
平成27年度：夜間照明ランプ交換（200千円）

54 50 48 51

健全度判定結果（平成30年度、令和2年度調査）および主な改修工事履歴

健全度A 4 施設 健全度B 0 施設

受益者負担率（％） 343.9% 345.9% 388.5% 358.5% 一人当りコスト（円）

健全度C 3 施設 健全度D

H28 H29 H30 平均

収入（千円） 4,321 4,182 4,346 4,283 支出（千円）

項目 H28 H29 H30 平均 項目

1,257 1,209 1,119 1,195

収支状況（平成29年～平成30年実績）等

稼働率（土日）（％） 85.1% 79.2% 85.0% 83.1%

抽選倍率（平日）(倍) 5.3 5.4 5.4 5.4

99.5%

稼働率（平日）（％） 63.3% 64.6% 67.1% 65.0%

抽選倍率（土日）（倍) 4.6 4.6 4.6 4.6

利用者数（人） 23,136 24,208 23,378 23,574 市民利用率（％） 99.3% 99.5% 99.6%

利用料金（市内2時間当り） 1,030 円 バリアフリー対応(出入り口) 要改善

利用状況（平成29年～平成30年実績）

項目 H28 H29 H30 平均 項目 H28 H29 H30 平均

駐車場台数 21 台 水飲み場の有無 有

防災上の位置づけ 一時避難場所 自動販売機の有無 無

所在地 多摩市連光寺5-8-6

開設年月 昭和53年4月

施設概要 テニスコート（２面  砂入り人工芝）、夜間照明

利用可能競技種目 軟式テニス、硬式テニス

17 庭球場 連光寺公園庭球場
基本情報 現地の状況

番号 施設種別 施設名称

注）健全度を除き、各項目とも3年間の平均

人工

芝張
替等
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・2041年度に人工芝張替え等の更新の見
込み。

2031年 備考

個別スケジュール

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年

現状と課題 施設の現状

・健全度、受益者負担率、市民利用率、休日の稼働率が高
い。
・平日の稼働率が比較的低い。（令和元年度の人工芝生化に
より改善が見込まれている。）

施設の更新における今後の方向性

機能維持

実現に向けた取組み

≪安心・安全な施設の整備≫　予防保全型の施設管理

民間同種施設

徒歩圏（500ｍ圏内） 0 施設 自転車圏（1100ｍ圏内） 0 施設

課題および今後の方向性等

0 施設

主な改修工事履歴
平成元年度：改修工事（3,245千円）
平成19年度：管理棟外壁等改修（2,363千円）
令和元年度：人工芝生化・1面増設（201,797千円）

86 81 69 79

健全度判定結果（平成30年度、令和2年度調査）および主な改修工事履歴

健全度A 10 施設 健全度B 0 施設

受益者負担率（％） 245.5% 254.8% 289.2% 262.1% 一人当りコスト（円）

健全度C 2 施設 健全度D

H28 H29 H30 平均

収入（千円） 3,468 3,459 3,548 3,492 支出（千円）

項目 H28 H29 H30 平均 項目

1,413 1,358 1,227 1,332

収支状況（平成29年～平成30年実績）等

稼働率（土日）（％） 72.1% 72.4% 73.7% 72.7%

抽選倍率（平日）(倍) 1.3 1.3 1.3 1.3

97.3%

稼働率（平日）（％） 27.4% 26.1% 24.9% 26.2%

抽選倍率（土日）（倍) 1.6 1.3 1.3 1.4

利用者数（人） 16,438 16,747 17,683 16,956 市民利用率（％） 98.0% 96.7% 97.2%

利用料金（市内2時間当り） 1,030 円 バリアフリー対応(出入り口) 対応済

利用状況（平成29年～平成30年実績）

項目 H28 H29 H30 平均 項目 H28 H29 H30 平均

駐車場台数 77 台 水飲み場の有無 有

防災上の位置づけ 一時避難場所 自動販売機の有無 有

所在地 多摩市諏訪4-9

開設年月 昭和57年4月

施設概要
テニスコート（６面  砂入り人工芝、１面  クレー）、壁打（２ヶ所
クレー/ハード）、管理事務所（更衣室、トイレ、用具庫）

利用可能競技種目 軟式テニス、硬式テニス

18 庭球場 多摩東公園庭球場
基本情報 現地の状況

番号 施設種別 施設名称

注）健全度を除き、各項目とも3年間の平均

人工

芝張
替等
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※1　公園施設長寿命化計画に合わせて全体更新
・2041年度に人工芝張替え等の更新の見込み。

2031年 備考

個別スケジュール

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年

現状と課題 施設の現状

・健全度、受益者負担率、市民利用率、稼働率が高い。
・駐車場台数が不足している。

施設の更新における今後の方向性

機能維持

実現に向けた取組み

≪安心・安全な施設の整備≫　予防保全型の施設管理

民間同種施設

徒歩圏（500ｍ圏内） 0 施設 自転車圏（1100ｍ圏内） 0 施設

課題および今後の方向性等

0 施設

主な改修工事履歴 平成28年度：人工芝生化等（59,836千円）

85 54 48 62

健全度判定結果（平成30年度、令和2年度調査）および主な改修工事履歴

健全度A 6 施設 健全度B 0 施設

受益者負担率（％） 132.0% 310.7% 346.4% 258.8% 一人当りコスト（円）

健全度C 0 施設 健全度D

H28 H29 H30 平均

収入（千円） 1,762 3,987 4,063 3,271 支出（千円）

項目 H28 H29 H30 平均 項目

1,335 1,283 1,173 1,264

収支状況（平成29年～平成30年実績）等

稼働率（土日）（％） 78.2% 80.9% 83.0% 81.1%

抽選倍率（平日）(倍) 4.6 3.8 3.4 3.9

100.0%

稼働率（平日）（％） 32.7% 49.4% 50.8% 46.5%

抽選倍率（土日）（倍) 1.8 3.2 3.4 2.8

利用者数（人） 15,774 23,613 24,608 21,332 市民利用率（％） 100.0% 100.0% 100.0%

利用料金（市内2時間当り） 1,030 円 バリアフリー対応(出入り口) 対応済

利用状況（平成29年～平成30年実績）

項目 H28 H29 H30 平均 項目 H28 H29 H30 平均

駐車場台数 9 台 水飲み場の有無 無

防災上の位置づけ 一時避難場所 自動販売機の有無 有

所在地 多摩市鶴牧4-4

開設年月 昭和57年4月

施設概要 テニスコート（４面  砂入り人工芝）

利用可能競技種目 軟式テニス、硬式テニス

19 庭球場 奈良原公園庭球場
基本情報 現地の状況

番号 施設種別 施設名称

注）健全度を除き、各項目とも3年間の平均

全体

更新
※1
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利用方法の改善や利用料金の上限額の見直しによる収
支構造改善を検討すると同時に、健全度調査により施設
の老朽化状況の把握に努める。

2031年 備考

個別スケジュール

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年

現状と課題 施設の現状

・施設の稼働率が低い。
・利用者1人当たりのコスト効率が低い。
・施設の全体の老朽化が進んでいる。
・現在のキャンプスタイルに合っておらず利便性に課題がある。
・収入増加を上回る管理費の増加が発生する状況で利用料金の見直しが必
要である。

施設の更新における今後の方向性

機能維持

実現に向けた取組み

≪利用機会の拡大≫　①収支構造改善のための利用料金の見直し、②予
約方法の改善や運用方法の見直しによる利便性の向上
≪安心・安全な施設の整備≫　予防保全型の施設管理

民間同種施設

徒歩圏（500ｍ圏内） 0 施設 自転車圏（1100ｍ圏内） 0 施設

課題および今後の方向性等

0 施設

主な改修工事履歴 平成26年度：シャッター取替等（2,776千円）

400 435 504 446

健全度判定結果（平成30年度、令和2年度調査）および主な改修工事履歴

健全度A 0 施設 健全度B 0 施設

受益者負担率（％） 47.8% 43.6% 42.0% 44.4% 一人当りコスト（円）

健全度C 1 施設 健全度D

H28 H29 H30 平均

収入（千円） 848 833 822 834 支出（千円）

項目 H28 H29 H30 平均 項目

1,774 1,909 1,958 1,880

収支状況（平成29年～平成30年実績）等

稼働率（土日）（％） 32.0% 29.5% 26.4% 29.3%

抽選倍率（平日）(倍) - - - -

81.2%

稼働率（平日）（％） 2.6% 3.7% 3.7% 3.3%

抽選倍率（土日）（倍) - - - -

利用者数（人） 4,430 4,389 3,888 4,236 市民利用率（％） 77.7% 82.3% 83.4%

利用料金（市内日帰り） 210 円 バリアフリー対応(出入り口) 対応済

利用状況（平成29年～平成30年実績）

項目 H28 H29 H30 平均 項目 H28 H29 H30 平均

駐車場台数 17 台 水飲み場の有無 有

防災上の位置づけ 広域避難場所 自動販売機の有無 無

所在地 多摩市連光寺5-17-1

開設年月 昭和62年4月

施設概要
定員120人  約800㎡、管理棟(かまど12ヶ所、手洗い場8ヶ
所、足洗場１ヶ所)、キャンプサイト15ヶ所、テーブル６ヶ所、
キャンプファイヤーサークル１ヶ所

利用可能競技種目 キャンプの事前練習、野外活動

20 キャンプ練習場 大谷戸公園キャンプ練習場
基本情報 現地の状況

番号 施設種別 施設名称

注）健全度を除き、各項目とも3年間の平均
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2040年度に老朽化更新の見込み。

2031年 備考

個別スケジュール

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年

健全度D

現状と課題 施設の現状

・天然芝の状態が良好であり、プロスポーツチームとの協働を実践するための施
設として活用されている。（このことにより主催者が市外団体となり、市民利用率が
低くなっている）
・陸上競技の公認を取得していないため、陸上競技での利用方法が限定的に
なっている。
・利用者1人当たりのコスト効率が低い。

施設の更新における今後の方向性

機能維持

実現に向けた取組み

≪利用機会の拡大≫　より多くの市民に利用されるための事業の実施や多
摩市内の小中学校での利用促進を検討
≪安心・安全な施設の整備≫　予防保全型の施設管理

民間同種施設

徒歩圏（500ｍ圏内） 0 施設 自転車圏（1100ｍ圏内） 0 施設

課題および今後の方向性等

30,654 29,422 29,261 29,779

0 施設

主な改修工事履歴 令和元年度：ウレタン舗装・ＥＶ設置等（211,153千円）

639 651 761 684

健全度判定結果（平成30年度、令和2年度調査）および主な改修工事履歴

健全度A 2 施設 健全度B 0 施設

受益者負担率（％） 4.7% 4.7% 4.8% 4.7% 一人当りコスト（円）

健全度C 0 施設

収入（千円） 1,441 1,378 1,391 1,403 支出（千円）

項目 H28 H29 H30 平均 項目

収支状況（平成29年～平成30年実績）等

抽選倍率（平日）(倍) - - - -

H28 H29 H30 平均

32.8%

稼働率（％） 84.2% 85.3% 73.7% 81.1%

抽選倍率（土日）（倍) - - - -

利用者数（人） 47,986 45,169 38,446 43,867 市民利用率（％） 27.2% 29.5% 43.4%

※稼働率は、天然芝を良好な状態で維持するために設けている年間利用制限回数を元に算
出。

利用料金（市内全日） 20,930 円 バリアフリー対応(出入り口) 対応済

利用状況（平成29年～平成30年実績）

項目 H28 H29 H30 平均 項目 H28 H29 H30 平均

駐車場台数 77 台 水飲み場の有無 有

防災上の位置づけ  地域内輸送拠点 自動販売機の有無 有

所在地 多摩市諏訪4-9

開設年月 昭和61年5月

施設概要
サッカー兼ラグビー場(１面)、トラック(400ｍ/8コース)、直線コース(80ｍ/100ｍ/110ｍ)、
走幅跳び兼三段跳び(２ヶ所)、棒高跳び(２ヶ所)・槍投げ(２ヶ所)、砲丸投げ(２ヶ所)、管理
棟(会議室、記録室、審判控室、更衣室、シャワー、医務室)

利用可能競技種目 トラック競技（障害物競走は除く）、走り幅跳び、走り高跳び、棒高跳び、三段跳び、砲丸投げ、槍投げ
（設備的に実施可能であるが、天然芝が痛むため受け入れていない）、サッカー、ラグビー、その他

21 陸上 多摩市立陸上競技場
基本情報 現地の状況

番号 施設種別 施設名称

注）健全度を除き、各項目とも3年間の平均
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（２）策定経過 

日時 主な内容 

令和２（2020）年 

１月２９日 

第１回多摩市体育施設に係る個別施設計画検討委員会 

 ・個別施設計画策定の目的 

 ・計画対象施設について 

- 工事履歴及び健全度調査結果 

- 利用状況・収支状況分析 

２月２７日 第２回多摩市体育施設に係る個別施設計画検討委員会 

 ・都内２６市の公共スポーツ施設設置比較状況分析について 

 ・無作為市民・利用者アンケート実施概要について 

７月１７日 第３回多摩市体育施設に係る個別施設計画検討委員会 

 ・事業者ヒアリングの実施概要について 

 ・スポーツ施設に関する基本方針案について 

 ・無作為市民・利用者アンケート案について 

８月２５日 第１回多摩市スポーツ推進審議会 

 ・体育施設の個別施設計画策定に向けた状況報告 

８月２８日～ 

９月２５日 

無作為市民・利用者の方を対象に多摩市の屋外スポーツ施設に関するアンケ

ート実施 

１０月７日 第２回多摩市スポーツ推進審議会 

 ・審議会諮問 

 ・現状の体育施設に関する課題について 

１０月２１日～ 

１１月１３日 
障がい者の方を対象にスポーツ施設に関するアンケート実施 

１１月４日 第４回多摩市体育施設に係る個別施設計画検討委員会 

 ・学校開放・学校跡地施設の利用状況について 

・民間施設の設置比較状況分析について 

・民間事業者ヒアリング、無作為市民・利用者アンケート結果報告 

 ・屋外スポーツ施設の個別施設の今後の方向性案について 

１１月１１日 第３回多摩市スポーツ推進審議会 

 ・現状の体育施設に関する課題について 

 ・スポーツ施設全体の更新における基本方針案について 

１１月２１日 市民ワークショップ「屋外スポーツ施設の今後のあり方について」実施 

令和３（2021）年 

１月１３日 

第４回多摩市スポーツ推進審議会 

 ・個別施設における今後の方向性案について 

２月２４日 第５回多摩市スポーツ推進審議会 

 ・答申案 
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４月２０日 第６回多摩市スポーツ推進審議会 

 ・答申 

６月２４日 第５回多摩市体育施設に係る個別施設計画検討委員会 

 ・屋外スポーツ施設管理更新計画（素案）について 

 

（３）多摩市スポーツ推進審議会委員名簿 

※委嘱期間は令和２（2020）年７月１日～令和４（2022）年６月 30 日 

選任区分 所属 氏名 備考 

学識経験者 

 

中央大学総合政策学部教授 小林 勉 委員長 

国士舘大学体育学部 

こどもスポーツ教育学科准教授 

永吉 英記 職務代理 

スポーツ関係者 

 

一般財団法人多摩市体育協会 岡本 健  

一般財団法人多摩市体育協会 西田 英子  

多摩市スポーツ推進委員協議会 鈴木 奨  

学校教育関係者 

 

多摩市立小学校校長会（多摩第一小学校長） 岡 芳弘  

多摩市立中学校校長会（多摩永山中学校長） 齋藤 裕  

障がい者スポーツ 

関係者 

東京ヴェルディ株式会社 

普及部 普及グループ コーチ 

中村 一昭  

市民委員 公募市民 角田 二奈  

公募市民 若月 寛子  

 

（４）諮問・答申 

  多摩市スポーツ推進審議会への諮問事項及び答申の概要を以下に示します。 

  詳細は、多摩市公式ホームページ（https://www.city.tama.lg.jp/0000009963.html）に掲載。 

 諮問事項 

多摩市体育施設に係る個別施設計画策定に向けた基本的考え方について 

（１） 現状の体育施設に関する課題 
（２） スポーツ施設全体の更新における基本方針 

（３） 個別施設における今後の方向性 

 答申（抜粋） 

（１）現状の体育施設に関する課題 

・施設の老朽化 

・熱中症を未然に防止するための環境整備 

・施設の稼働率や収支状況 

・河川敷に設置されたスポーツ施設の在り方 
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・施設利用されているスポーツ競技が限定的 

・駐車場台数の不足 

・少人数でスポーツが出来る場の不足 

（２）スポーツ施設全体の更新における基本方針 

・安心・安全な施設の整備 

・施設総量・規模の適正化 

・利用機会の拡大 

（３）個別施設における今後の方向性 

・野球場、球技場 

・陸上競技場 

・庭球場 

・キャンプ練習場 

（４）附帯意見 

・総合体育館への空調設置について 

・公園駐車場の拡張及び有料化について 

・今後、施設の管理運営にあたり検討すべき事項 

 

（５）多摩市体育施設に係る個別施設計画検討委員会委員名簿 

※所属、順序は組織図による。 

 

職名 氏名 備考 

企画政策部資産活用担当課長 松田 隆行 副委員長 

令和２（2020）年３月３１日まで 

内田 直人 令和２（2020）年４月１日から 

企画政策部施設保全課長 澤井 貴之  

くらしと文化部文化・市民協働課長 古谷 真美 副委員長 ※令和２（2020）年４月１

日から 

くらしと文化部スポーツ振興課長 鈴木 隆史 委員長 

令和２（2020）年３月３１日まで 

森合 正人 委員長 

令和２（2020）年４月１日から 

令和３（2021）年１月３１日まで 

小林 弘宜 委員長 

令和３（2021）年２月１日から 

環境部公園緑地課長 長谷川 哲哉  

教育部教育振興課長 鈴木 恭智 令和２（2020）年３月３１日まで 

加藤 大輔 令和２（2020）年４月１日から 


